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はしがき 

昨今では、性は多様な表現型を有するものとの考え方が広まりつつある。私は

2017 年に、我が国の最先端の性の研究者を集結し、新学術研究領域「性スペク

トラム」を立ち上げた。本領域の目指すところは、旧来の二項対立的なものから、

連続する表現型（スペクトラム）として、性を再定義することであった。その後

約 5 年間にわたり、遺伝、内分泌、環境要因が性スペクトラムを成立させるメカ

ニズムを解明する研究を推進してきた。その結果、30 年間誰も疑わなかったほ

乳類性決定遺伝子の常識を覆す研究成果（立花ら, Science 2020）、ステロイド代

謝酵素が魚類の性分化カスケードの最上流因子であったことを示す成果（菊池

ら、Curr Biol 2019）、魚類における性ステロイドの新たな役割の解明した成果（大

久保ら、Curr Biol 2021）、生殖細胞のメス化機構を解明した成果（田中ら、PNAS 

2020）など、性研究の分野で特筆すべき重要な研究成果がもたらされた。本領域

の研究成果は多くのマスメディアにも取り上げられ、性スペクトラムの考え方

が広く一般にも知られるようになった。本稿では、5 年間にわたる「性スペクト

ラム」研究の成果の一端を紹介する。 
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回日本分子生物学会年会. ワークショップ「脊椎動物の性決定、性分化の

分子機構」 2018 年 11 月 29 日 神奈川 

40. The reuse of the same sex chromosome in pufferfishes. Kikuchi K. Asian Sex 

Differentiation Network (7th Gonad Biology Joint Meeting, 2017) at Nagoya 

University, October 16–18, 2017. 

41. Evolution of sex-determining supergene and its repeated translocation underlay 

rapid sex chromosome turnover in Takifugu fish. Ahammad K, Kikuchi K (他 16

名). The International Symposium on the Biology of Vertebrate Sex Determination, 

October 4–6, 2021, on line 

42. Turnover of sex chromosomes in Takifugu fishes. Ieda R, Kikuchi K (他 11 名). 

International Symposium of Genetics in Aquaculture, July 15–20, 2018. Cairns 

Australia 

43. Trans-species SNP in a steroidogenic gene is associated with sex determination in 

Seriola species. Koyama T, Kikuchi K（他 15 名）. International Symposium of 

Genetics in Aquaculture, July 15–20, 2018. Cairns Australia 

44. Revisiting the steroid theory of sex inducer: Trans-species SNP in a steroidogenic 

enzyme, Hsd17b1, is associated with sex in Seriola species. Koyama T, Kikuchi K

（他 15 名）. The Eighth International Symposium on the Biology of Vertebrate 

Sex Determination April 16 –20, 2018, Hawaii USA 

45. Turnover of sex chromosomes in Takifugu pufferfishes. Koyama T., Kikuchi K（他

10 名）. The Eighth International Symposium on the Biology of Vertebrate Sex 

Determination, April 16–20, 2018, Hawaii USA 

46. Footprints of selection around the sex determining gene in fugu. Ahammad K, 

Kikuchi K (他 5 名). The JSFS 85th Anniversary-Commemorative International 

Symposium "Fisheries Science for Future Generations", September 22–23, 2017, 
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Tokyo Japan  

47. Genomic identification and characterization of sex-determining locus of Takifugu 

niphobles by a chromosome scale genome. Kabir Ahammad, Risa Ieda, Daigaku 

Fujikawa, Shotaro Hirase, Takashi Koyama, Atsushi Toyota, Shigehiro Kuraku, Sho 

Hosoya,Kiyoshi Kikuchi. 令和 3 年度日本水産学会春季大会 2021 年 3 月 26

日～3 月 30 日 東京 

48. 単細胞レベルでのクルマエビ血球細胞の機能および分化経路推定. 小祝敬

一郎・小山喬・津田宗一郎・豊田敦・菊池潔・鈴木宏明・川野竜司. 令和 3

年度日本水産学会春季大会 2021 年 3 月 26 日～3 月 30 日 東京 

49. Chromosomal-level assemblies of the pufferfish genome provide insights into sex-

chromosome evolution. Kabir Ahammad, Risa Ieda, Daigaku Fujikawa, Mana Sato, 

Shotaro Hirase, Takashi Koyama, Atsushi Toyota, Shigehiro Kuraku, Sho Hosoya, 

Kiyoshi Kikuchi. 令和 2 年度日本水産学会春季大会 2020  （新型コロナウイ

ルス感染症のため要旨のみ発行） 

50. 超多検体トランスクリプトーム解析を志向したライブラリ作製法の立ち上

げ. 小山喬・菊池潔・豊田敦. 令和 2 年度日本水産学会春季大会 2020  （新

型コロナウイルス感染症のため要旨のみ発行） 

51. マイクロ流路チップを用いた水産生物の細胞解析. 小祝敬一郎・村上友樹・

鈴木宏明・小山喬・菊池潔・ 豊田敦・津田宗一郎. 令和 2 年度日本水産学

会春季大会 2020 （新型コロナウイルス感染症のため要旨のみ発行） 

52. Genomic identification and characterization of sex-determining locus of Takifugu 

niphobles by a chromosome scale genome assembly. Kabir Ahammad, Risa Ieda, 

Daigaku Fujikawa, Shotaro Hirase, Takashi Koyama, Atsushi Toyota, Shigehiro 

Kuraku, Sho Hosoya, Kiyoshi Kikuchi. 令和 2 年度日本水産学会春季大会 

2020（新型コロナウイルス感染症のため要旨のみ発行） 

53. ブリ属 3 種の比較ゲノム解析. 車遥介・小山喬・菊池潔・森島輝・小林久

人・志波優. 令和 2 年度日本水産学会春季大会 2020 （新型コロナウイルス

感染症のため要旨のみ発行） 

54. ブリ類の初期性分化メカニズム解明を目指した scRNA-seq の活用. 小山

喬・小祝敬一郎・津田宗一郎・菊池潔. シングルセル研究会 2019 年 8 月 29

日～8 月 30 日 千葉 

55. ブリ属の性決定領域ゲノム配列比較. 小山喬・車遥介・菊池潔・森島輝・豊

田敦. 平成 31 年度日本水産学会春季大会 2019 年 3 月 26 日～3 月 29 日 

東京 

56. 半数体ブリゲノムを用いた性拮抗遺伝子の探索. 車遥介・小山喬・菊池潔・

森島輝・小林久人. 平成 31 年度日本水産学会春季大会 2019 年 3 月 26 日

～3 月 29 日 東京 

57. ブリ属ステロイド代謝関連遺伝子の発現解析. 車遥介・小山喬・菊池潔・中



 
 

47 
 

本正俊・坂本崇. 平成 31 年度日本水産学会春季大会 2019 年 3 月 26 日～

3 月 29 日 東京 

58. カンパチ性分化関連遺伝子の網羅的探索. 小山喬・菊池潔. 平成 31 年度日

本水産学会春季大会 2019 年 3 月 26 日～3 月 29 日 東京 

59. Single-Molecule sequencing has resolved the complex genomic region of the sex-

determining locus in Kusafugu Takifugu niphobles. Kabir Ahammad, Risa Ieda, 

Daigaku Fujikawa, Mana Sato, Shotaro Hirase, Takashi Koyama, Atsushi Toyota, 

Sho Hosoya, Kiyoshi Kikuchi. 平成 31 年度日本水産学会春季大会 2019 年 3

月 26 日～3 月 29 日 東京 

60. クサフグで生じた性的拮抗の解消. 藤川大学・家田梨櫻・Kabir Ahammad ・

小山喬・細谷将・菊池潔. 平成 31 年度日本水産学会春季大会 2019 年 3 月

26 日～3 月 29 日 東京 

61. フグ類の性決定遺伝子たち. 菊池潔. 平成３０年度日本水産学会秋季大会  

2018 年 9 月 15 日～18 日 広島 

62. ゼブラフィッシュを用いたブリ属性決定遺伝子の機能解析. 車遥介・小山

喬・岡田恵治・家田梨櫻・ 朝比奈潔・菊池潔. 日本水産学会春季大会 2018

年 3 月 27 日～3 月 29 日 東京 

63. ショウサイフグ性決定遺伝子の探索 – Pool-seq による表現型原因遺伝子の

特定 –. 田梨櫻・細谷将・小山喬・城夕香・菊池潔. 日本水産学会春季大会, 

2018 年 3 月 27 日～3 月 29 日 東京 

64. GRAS-Di 法で明らかとなった「ゲノム再編成による新規性決定遺伝子座の

誕生」. 藤川大学・細谷将・小林純也・田島祥太・ 家田梨櫻・佐藤茉菜・

城夕香・中村修・菊池 潔. 日本水産学会春季大会 2018 年 3 月 27 日～

3 月 29 日 東京 

65. クサフグ性決定遺伝子の探索 –少数個体を用いた GWAS の発見的利用– . 

家田梨櫻・小山喬・細谷将・大木駿・水野 直樹・藤田真志・菊池潔. 日本

水産学会春季大会 2018 年 3 月 27 日～3 月 29 日 東京 

66. ブリ属の性決定遺伝子はステロイド代謝酵素である. 小山喬・森島輝・山

下量平・豊田敦・内野 翼・坂本崇・鈴木萌・細谷将・菊池潔. 日本水産学

会春季大会 2018 年 3 月 27 日～3 月 29 日 東京 

67. ブリ属性決 定遺伝子の機能解析. 小山喬・山下雄史・佐々木皓平・宇野誠

一・ 小山次朗・田角聡志・菊池潔. 日本水産学会春季大会, 2018 年 3 月 27

日～3 月 29 日 東京 

68. ブリ属性決定遺伝子の発現解析. 中本正俊・小山喬・水野直樹・菊池潔・坂

本崇. 日本水産学会春季大会, 2018 年 3 月 27 日～3 月 29 日 東京 

69. ターゲットエンリッチメント法と長鎖シーケンサーによる領域特異的塩基

配列決定の試み. 小山喬・森島輝・鈴木穣・内野翼・坂本崇・ 菊池潔. NGS

現場の会 2017 年 5 月 22 日～24 日 宮城 
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70. Smchd1-Hbix1 依存的な不活性化 X 染色体の区画化 長尾恒治、榊原祐樹、

柴田幸子、野澤竜介、坂口武久、木村宏、佐渡敬、小布施力史 第４１回日

本分子生物学会年会 2018 年 11 月 29 日 

71. Smchd1-Hbix1 依存的な不活性化 X 染色体の区画化  長尾恒治 第６回 X

染色体研究会 2018 年 8 月 27 日 

72. Smchd1-Hbix1 依存的な不活性化 X 染色体の区画化 長尾恒治、榊原祐樹、

柴田幸子、野澤竜介、元田裕佳里、坂口武久、木村宏、佐渡敬、小布施力

史 2017 年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017） 2017 年 12 月 7

日 

73. Smchd1-Hbix1 依存的な不活性化 X 染色体の区画化 長尾恒治 第 5 回 X 染

色体研究会 2017 年 9 月 23 日 

74. 林陽平. マウス生殖細胞分化における代謝調節の変化とその役割.  「世界を

先導するリプロダクションコアの形成」研究交流会, 岡山大学, 岡山, 2 月

27 日, 2020. 

75. Hayashi Y. The role of glucose metabolism in primordial germ cell fate 

determination. 2021 年度日本分子生物学会年会, パシフィコ横浜, 横浜, 

December 3, 2021. 

76. Hayashi Y. Metabolic control of male germline differentiation and integrity. 新学

術領域研究合同公開シンポジウム 2020, 東京農業大学, 東京, December 20, 

2020. 

77. Hayashi Y. Proteomic and metabolomic characterization in mouse fetal germline 

differentiation.2019 年度日本分子生物学会年会 , 福岡国際会議場 , 福岡 , 

November 30, 2019. 

78. Hayashi Y. Regulation of metabolic signaling in mouse primordial germ cell 

development. Cold Spring Harbor Laboratory Meeting: Mechanisms of Metabolic 

Signaling, Cold Spring Harbor Laboratory, NewYork, May 14, 2019. 

79. Hayashi Y. Biological significance of metabolic shift in mouse primordial germ cell 

development. The Joint Symposium of the 13th International Symposium of the 

Institute Network for Biomedical Sciences and the 28th Hot Spring Harbor 

International Symposium 2018, Main Hall, Centennial Hall Kyushu University 

School of Medicine in the Hospital Campus of Kyushu University, Fukuoka, 

October 19, 2018. 

80. Hayashi Y. Regulatory mechanisms and biological significance of metabolic shift 

in mouse primordial germ cell development. Tokyo 2018 Cell and Developmental 

Biology Meeting, Tower Hall Funabori, Tokyo, WS11-06, June 7, 2018. 

81. Junya Hasegawa, Lois S. Weisman, Junko Sasaki, Takehiko Sasaki. A new insight 

into the roles of phosphoinositides in lysosomal function. The 44th Annual Meeting 

of the Molecular Biology Society of Japan (2021) 
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82. チョウ イシン, 佐々木 純子, 佐々木 雄彦 Biology of phosphoinositide 

acyl chains. 第 20 回次世代を担う若手のためのファーマ・バイオフォーラ

ム 2021 (2021) 

83. 佐々木 雄彦, 山本 利義, 森岡 真, 徳田 恵美, 長谷川 純矢, 佐々木 純子 

イノシトールリン脂質とタンパク質の新しい相互作用様式. 第 93回日本生

化学会大会, シンポジウム (2020) 

84. 森岡 真, 濁川 清美, 佐々木 純子, 長谷川 純矢, 佐々木 雄彦 PI(4,5)P2 の

脱リン酸化を介した新規マクロファージ貪食抑制メカニズム. 第 93回日本

生化学会大会 (2020) 

85. 池田 拓海, 長谷川 純矢, 佐々木 純子, 佐々木 雄彦 膵臓がん細胞特性へ

の PI(3)P の関与. 第 93 回日本生化学会大会 (2020) 

86. 佐藤 太地, 佐々木 純子, 長谷川 純矢, 佐々木 雄彦 イノシトールリン脂

質分子種の機能解析方法の開発. 第 93 回日本生化学会大会, ポスター 

(2020) 

87. 高橋 恒一郎, 長谷川 純矢, 佐々木 純子, 佐々木 雄彦 酸化ストレスによ

るイノシトールリン脂質の変動とその意義の解明. 第 93回日本生化学会大

会, ポスター (2020) 

88. 佐々木純子, 山本詠士, 長谷川純矢, 佐々木雄彦 イノシトールリン脂質の

アシル基と生理機能. 第 92 回日本生化学会大会, シンポジウム (2019) 

89. Junko Sasaki Molecular mechanisms of phosphoinositide signaling. 9th FAOPS 

Congress (96th Annual  Meeting of the Physiological Society of Japan), 

Symposium (2019) 8 月 22 日、千葉県立中央博物館 

90. Fujiwara, H., Hamada, Y., KonDo, Y. and Nichuguthi, N.: Unusual structure and 

maintenance of telomere in higher insects.（ワークショップ：染色体の末端で

テロメアを叫ぶ 2019、林真理、加納順子）2019 年 12 月 3 日、第 42 回日本

分子生物学会、福岡国際会議場 

91. 藤原晴彦：雌のみが擬態する蝶の生存戦略のしくみと進化、第 35 回国際生

物学賞記念シンポジウム・昆虫の社会性と共生をめぐる生物科学

（Commemorative Symposium for the 35th International Prize for Biology・

Biological sciences related to insect sociality and symbiosis）、2019 年 11 月 30、

12 月 1 日、国立科学博物館上野本館 日本館２F 講堂 

92. 藤原晴彦、坂倉光祐、近藤勇介、来田村輔、西川英輝、依田真一、佐藤一

輝、𠮷岡伸也、第 20 回構造色シンポジウム、2019 年 12 月 21 日、東京理

科大神楽坂キャンパス 6 号館 623 教室 

93. 依田真一、飯島拓郎、西川英輝、藤原晴彦: シロオビアゲハの雌限定ベイツ

型擬態における遺伝子ネットワークの解析、第 20 回日本進化学会、2018 年

8 月 22 日～25 日、東京大学駒場キャンパス、東京 

94. 田中智大、飯島択郎、 西川英輝、梶谷嶺、古俣慎也、来田村輔、依田真
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一、藤原 晴彦：近縁なアゲハチョウ 2 種におけるメス限定ベイツ型擬態の

表現型と進化プロセスの比較、、第 20 回日本進化学会、2018 年 8 月 22 日

～25 日、東京大学駒場キャンパス、東京 

95. 金 弘渊、関 拓実、山口 淳一、藤原 晴彦：ナミアゲハ幼虫の擬態紋様

切替えに関与する遺伝子の探索と機能解析、第 89 回日本動物学会、2018 年

9 月 

96. 川合夏子、ナリス、藤原晴彦：テロメア特異的 LINE SART1 の Zink knuckle

ドメインの機能解析、第 41 回日本分子生物学会、2018 年 11 月 28～30 日、

パシフィコ横浜 

97. Su Yuting, Narisu Nichuguti, Azusa Kuroki-Kami, Akira Ishizuka, Haruhiko 

Fujiwara: 28S rDNA-specific non-LTR retrotransposon R2Ol as a novel site-

specific transgenic tool in human cells, 第 41 回日本分子生物学会、2018 年 11

月 28～30 日、パシフィコ横浜 

98. 依田真一、飯島択郎、坂倉光祐、西川英輝、藤原晴彦：シロオビアゲハに

おけるメス限定ベイツ型擬態の分子機構、（シンポジウム：鱗翅目昆虫の動

物学とその広がり、鈴木誉保・藤原晴彦オーガナイズ）2019 年 9 月 13 日、

第 90 回日本動物学会、大阪市立大杉本キャンパス 

99. 染谷逸樹、依田真一、飯島択郎、西川英輝、藤原晴彦：シロオビアゲハの

擬態紋様形成は Dsx を介した遺伝子ネットワークにより制御される、2019

年 12 月 5 日、第 42 回日本分子生物学会、福岡国際会議場 

100. 森岡映衣、芝典江、比嘉真凜、藤原晴彦：rDNA 特異的 LINE・R2Ol と

R8Hm の 5’UTR に内在するリボザイムの機能と構造の比較、2019 年 12 月

4 日、第 42 回日本分子生物学会、福岡国際会議場 

101. 鍜治桃子、朴享道、比嘉真鈴、藤原晴彦：ゼブラフィッシュ rDNA に転移

する 2 種類の標的特的レトロトランスポゾンの転移解析、第 41 回日本分

子生物学会年会、2020 年 11 月 28 日～12 月 1 日（on line） 

102. Reiko Tajiri, Haruhiko Fujiwara, Tetsuya Kojima: Insect body shape sculpted by 

cuticle deromation、第 41 回日本分子生物学会年会、2020 年 11 月 28 日～12

月 1 日（on line） 

103. 依田真一、篠崎颯太、吉岡伸也、藤原晴彦：アゲハチョウの前翅/後翅のア

イデンティティを決定する段階的な発生運命機構、第 23 回日本進化学会、

2021 年 8 月 18～21 日、東京都立大学、東京 

104. 田尻怜子、藤原晴彦、小嶋徹也：ECM の変形による形づくり：ショウジョ

ウバエ外骨格を例として、第 42 回日本分子生物学会年会、2021 年 12 月 1

日～3 日、パシフィコ横浜 

105. Liang Liu, Shinya Komata, Haruhiko Fujiwara：Co-expression of JH binding 

protein and Bilin binding protein contributes to the accumulation of green pigments 

in Papilio memnon. 第 42 回日本分子生物学会年会、2021 年 12 月 1 日～3
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106. 篠﨑 颯太、依田 真一、古俣 慎也、田中 智大、藤原 晴彦：シロオビ

アゲハの擬態を制御するスーパージーン内部遺伝子の発現動態と機能解析。

第 42 回日本分子生物学会年会、2021 年 12 月 1 日～3 日、パシフィコ横浜 

107. Flexible generation of male germ cells from female somatic cells of an endangered 

Tokudaia osimensis.*Honda A.The 16th Stem Cell Research Symposium、2018.Jun. 

2.(Fukuoka) 

108. ラット生殖工学技術の課題とその克服に向けた歩み*本多 新 NBRP リソ

ースリサーチ研究会、2019 年 3 月 1 日（京都） 

109. XO 型絶滅危惧種アマミトゲネズミ生殖細胞の可塑性 *本多 新 日本遺

伝学会年会、2018 年 9 月 19 日（奈良） 

110. アンタッチャブルな動物の特徴に iPS 細胞と発生学でアプローチする *本

多 新 日本獣医学会学術集会、2018 年 9 月 11 日（つくば） 

111. ラット体外受精卵子を用いた簡便・高効率なＫＯ/ＫＩ法 *本多 新 日本

ゲノム編集学会、2019 年 6 月 4 日 

112. 土屋創健、杉本幸彦：NSAIDs による胎児毒性誘発メカニズムの解明 第 5

回ゼブラフィッシュ・メダカ創薬研究会 

113. 土屋創健、杉本幸彦：NSAIDs による胎児毒性誘発機序の解明 第 4 回ゼ

ブラフィッシュ・メダカ創薬研究会 

114. 土屋創健、杉本幸彦：初期発生におけるプロスタグランジンの役割 第 91

回日本生化学会大会 

115. 的場章悟、黒滝陽子、山田祐子、越後貫成美、佐々木えりか、小倉淳郎  「体

細胞クローン技術の最適化によるコモンマーモセットでのクローン胚盤胞

作出」第 10 回日本マーモセット研究会大会, オンライン, 1 月, 2020 年 

116. 的場章悟  「体細胞クローン技術の現状と未来：問題点・改良法・応用例」

第 67 回日本実験動物学会総会, 大阪, 5 月, 2020 年 

117. 的場章悟、三浦健人、尾崎藍、小倉淳郎、田村勝  「マウス Y 染色体上遺伝

子ノックアウトによる性スペクトラム表現型への影響」第 162 回日本獣医

学会, つくば, 9 月, 2019 年 

118. 的場章悟 「Effect of histone modifications on epigenetic reprogramming by 

somatic cell nuclear transfer」第 90 回日本遺伝学会, 生駒, 9 月, 2018 年 

119. 的場章悟, Li Shen, 井上貴美子, 小倉淳郎, Yi Zhang  「マウス体細胞クロー

ン胚ではヒストン修飾 H3K27me3 によるゲノムインプリンティングが破綻

している」第 111 回日本繁殖生物学会, 上田, 9 月, 2018 年 

120. 的場章悟、黒滝陽子、山田祐子、越後貫成美、佐々木えりか、小倉淳郎  「コ

モンマーモセットにおける体細胞クローン法の最適化」第 114 回日本繫殖

生物学, 京都（オンライン）, 9 月, 2021 年 

121. 的場章悟、黒滝陽子、山田祐子、越後貫成美、佐々木えりか、小倉淳郎  「体
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細胞クローン技術の最適化によるコモンマーモセットでのクローン胚盤胞

作出」第 10 回日本マーモセット研究会大会, オンライン, 1 月, 2020 年 

122. 的場章悟、三浦健人、尾崎藍、田村勝、小倉淳郎  「マウス Y 染色体上遺

伝子が関与する性スペクトラム表現型」第 113回日本繁殖生物学会大会, 仙

台（オンライン）, 9 月, 2020 年 

123. Akter Most Sumona, 羽田政司、渡辺元、小倉淳郎、的場章悟 「CRISPR-

based genetic screen identified Cox7b2 and Gm773 as critical factors for the sperm 

fertilizing ability in mice」第 113 回日本繁殖生物学会大会, 仙台（オンライ

ン）, 9 月, 2020 年 

124. 的場章悟、中牟田祥子、三浦健人、広瀬美智子、中牟田信明、小倉淳郎  「胎

盤に発現するアミノ酸トランスポーター遺伝子 Slc38a4 のノックアウトマ

ウス胚は胎盤低形成および胎児発育不全を示す」 第 112 会日本繁殖生物学

会, 札幌, 9 月, 2019 年 

125. Abe 3 Takashi Kohda1, Fumitoshi Ishino1, Shin Kobayashi1, Impaired  X-

inactivation caused by lack of Ftx lncRNA exhibits non-Mendelian 

inheritance of microphthalmia phenotype in mice. EMBL epigenetics & chromatin 

2019 190501-190504 

126. 小林 慎 1,2*細井 勇輔 1、相馬 未來 1、志浦 寛相 1,3,6、佐渡 敬 4、蓮輪 

英毅 5, 7、阿部 訓也 3、幸田 尚 1,6、石野 史敏 1、Ftx lncRNA の欠損は X

染色体不活性化の異常を示し、従来の遺伝学に従わない小眼球症を引き起

こす 第 66 回日本実験動物学会、福岡国際会議場 190515-17 

127. 小林 慎 1*細井 勇輔 2、相馬 未來 2、志浦 寛相 2、佐渡 敬 4、蓮輪 英毅

5、阿部 訓也 3、幸田 尚 2、石野 史敏 2 Impaired X-inactivation caused by 

targeted deletion of Ftx lncRNA exhibits non-Mendelian inheritance of 

microphthalmia phenotype in mice. 

128. Ftx lncRNA の欠損は X 染色体不活性化の異常を示し、メンデル遺伝に従わ

ない小眼球症を引き起こす 第 13 回日本エピジェネティクス研究会年会 

190528 横浜 

129. 原本悦和、坂田美乃、五島直樹、小林慎 Ｘ染色体再活性化モニタリング

システムを使った成体幹細胞の探索と解析 第 18 回 LS-BT 合同研究発表

会 2019 2019 年 5 月 28 日（火）~29 日（水）産総研つくばセンター 

130. Yusuke Hosoi1, Miki Soma1, Hirosuke Shiura1, Takashi Sado4, Hidetoshi 

Hasuwa5, Kuniya Abe 3 Takashi Kohda1, Fumitoshi Ishino1, Shin 

Kobayashi1,2The Ftx lncRNA is required for normal eye development and random 

X chromosome inactivation in mice., JAJ RNA 2018, Hokkaido, Sapporo, 

November 7th 2018, poster presentation 

131. 小林慎（Kobayashi Shin）表現型が性差を示す Fat60 long non-coding RNA 

KO マウスの解析、第 6 回 Ｘ染色体研究会、20180827-0828、会場：神戸
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理化学研究所 BDR  

132. Futahashi R. (2021) Molecular mechanisms underlying color formation in 

dragonflies and damselflies. The 93rd Annual Meeting of the Genetics Society of 

Japan. Online, Sep. 8, 2021.  

133. Futahashi R. (2020) Body color changes and environmental adaptation in 

dragonflies. The 43th Annual Meeting of the Molecular Biology Society of Japan. 

Online, Dec. 2, 2020. 

134. Futahashi R. (2018) Molecular mechanisms underlying color formation in 

dragonflies. The 28th Annual Meeting of the Japanese Society for Pigment Cell 

Research. Kobe, Oct. 13, 2018. 

135. 二橋亮 (2021) 日本のトンボの分類と分布に関する最近の知見. 日本トン

ボ学会 2021 年大会. オンライン. 2021 年 10 月 3 日（特別講演口頭） 

136. 二橋亮 (2020) 長期フィールド調査とアカトンボの激減・昆虫種における

RNAi の効果の違い. TIA 「かけはし」連携セミナー. オンライン. 2020 年 10

月 1 日（依頼講演口頭） 

137. 二橋亮 (2019) 日本国内におけるトンボの種間雑種の記録と遺伝子解析の

最新の知見. 日本トンボ学会 2019 年大会. 小田原. 2019 年 11 月 17 日（特

別講演口頭） 

138. 二橋亮 (2019) トンボの体色形成と紫外線反射メカニズム. 分子系の複合

電子機能第 181 委員会・第 33 回研究会「生物模倣と材料科学」. 東京. 2019

年 11 月 7 日（依頼講演口頭） 

139. 二橋亮 (2019) 好きだからもっと知りたい トンボの不思議. サイエンス・

スクエアつくば. つくば. 2019 年 4 月 20 日（依頼講演ミニトーク口頭） 

140. 二橋亮 (2018) トンボ由来の新規紫外線反射物質. 産業技術総合研究所 新

技術説明会. 東京. 2018 年 9 月 20 日 (依頼講演口頭) 

141. 二橋亮 (2018) トンボの体色形成メカニズムと環境適応. 日本動物学会関

東支部公開講演会. 東京. 2018 年 7 月 22 日（シンポジウム口頭） 

142. 二橋亮 (2018) トンボとヤゴの話. 親子展～富山のトンボ・ヤゴ編～. 魚津. 

2018 年 4 月 28 日（特別講演口頭） 

143. 二橋亮 (2019) トンボの体色多型と性分化. 日本動物学会第 90 回大会. 大

阪. 2019 年 9 月 12 日（口頭） 

144. 二橋亮 (2019) トンボの色覚および紫外線反射の分子基盤. 東京農業大学 

生物資源ゲノム解析拠点 研究報告会. 東京. 2019 年 2 月 15 日（口頭） 

145. 坂井貴臣 「神経ペプチド PDF を介した光による長期記憶維持システム」 

第 42 回日本分子生物学会年会 ワークショップ、福岡、2019 年 12 月 3 日  

146. 鈴木悠希、坂井貴臣 (2019)  オス特有のトラウマ記憶におけるオスタイ

プ時計ニューロンの機能解、新学術（性スペクトラム）第 3 回領域会議、

9 月 15 日、 佐賀県 唐津 
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147. Sato S. and SakaiT. (2019) Neural circuits required for courtship memory in 
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日本神経科学大会 7 月 26 日 新潟 新潟 

151. Hashimoto R.,Inami S., Sakai T. (2019) Photoreceptors involved in light-
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回日本神経科学大会，7 月 26 日. 兵庫 神戸 

156. Inami S., Shimada N., Sakai T. (2018) Regulation of long-term memory processes 
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(Lymantria dispar) の Masculinizer 遺伝子オルソログの同定とその機能解析. 

第 66 回日本応用動物昆虫学会. 2022 年 3 月 22 日, オンライン開催 

160. 山本芙美子, 横山 岳, 青木不学, 鈴木雅京 (2022) 雌雄モザイクカイコを
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164. 中野文葉, 青木不学, 鈴木雅京 (2021) doublesex遺伝子の性的二型発現に着
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日〜25 日,  オンライン開催 
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目したマイマイガの性決定時期の特定. 第 43 回日本分子生物学会, 2020 年
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171. 山本芙美子, 青木不学, 鈴木雅京 (2020) 雌雄モザイク体の性分化はどこ
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まで細胞自律的か？1 細胞 RNA シーケンス法による検証. 第 43 回日本分

子生物学会, 2020 年 12 月 2 日〜4 日, オンライン開催 

172. 中野文葉, 青木不学, 鈴木雅京 (2020) doublesex遺伝子の性的二型発現に着
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ウム, 2020 年 10 月 30 日〜31 日, オンライン開催 

173. 山本芙美子, 青木不学, 鈴木雅京 (2020) カイコの生殖器形成における

Bmdsx の新規標的遺伝子の探索. 第 20 回東京大学生命科学シンポジウム, 

2020 年 10 月 30 日〜31 日, オンライン開催. 

174. 秋山 智彦 日本細胞生物学会・新学術領域「非ゲノム情報複製」共催シン

ポジウム 2022 年 6 月 28 日~30 日 東京 (予定) 

175. 秋山 智彦  「多能性幹細胞における転写因子配置調節機構」日本遺伝学会・

新学術領域「非ゲノム情報複製」共催シンポジウム 2021 年 9 月 8 日 Web

開催  

176. Tomohiko Akiyama 「Corporative roles of UTX and UTY in human embryonic stem 

cells」新学術領域「非ゲノム情報複製」国際 Webinar  2021 年 6 月 14 日  

177. 秋山 智彦 「ヒト ES 細胞従事者に対する倫理講習会」 理科学研究所バ

イオリソースセンター教育講演 2021 年 2 月 26 日 Web 開催  

178. Niimi T: Horn development in the Japanese rhinoceros beetle, Trypoxylus 

dichotomus. West Virginia University Seminar, Online, Dec. 3 2021. 

179. Niimi T and Morita, S.: Towards the elucidation of the horn formation mechanism 

in the Japanese rhinoceros beetle. The 93rd Annual Meeting of the Genetics Society 

of Japan, Joint International Symposium, “Evolution and Development of Insects 

in New Genomic Era” , Online, Sep. 8, 2021.  

180. 新美輝幸：カブトムシ角形成の分子基盤の解明をめざして. 生殖工学研究

所オンラインセミナー，オンライン開催（Zoom），2021 年 7 月 28 日．  

181. 新美輝幸：テントウムシの斑紋とカブトムシの角について. 第７回コオロ

ギ・オンライン研究会，オンライン開催（Zoom），2021 年 2 月 26 日．  

182. Niimi, T. and Morita, S.: Towards the elucidation of the horn formation mechanism 

in the Japanese rhinoceros beetle using NGS analyses. The 43rd Annual Meeting of 

the Molecular Biology Society of Japan, Workshop 1AW-14, “Adaptive evolution 

and genome-wide analysis of fish and insects”, Online, Dec. 2, 2020.  

183. 森田慎一・加藤輝・前野哲輝・新美輝幸: マイクロフォーカス X 線 CT 法

によるカブトムシの角形態の観察と計測. 第 14 回 NIBB Bioimaging Forum 

「非光学的モダリティによる生物イメージングの新展開」. オンライン開
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184. 新美輝幸：Evo-Devo で探る昆虫の多様性：テントウムシの斑紋とカブトム

シの角. 佐々木卓治先生 文化功労者顕彰記念オンライン講演会，オンライ
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185. 森川健太郎・森田慎一・左倉和喜・後藤寛貴・新美輝幸・井上康博: 三次元

形態形成における上皮細胞シートの面積拡大率分布の推定手法の開発. 第

32 回バイオフロンティア講演会, オンライン開催, 2022 年 1 月 13 日. 

186. 中川竜一, 高澤啓, 我有茉希, 辻（細川）敦美, 川路英哉, 村川泰裕, 高田修

治, 三上剛史, 鳴海覚志, 深見真紀, 丸山哲夫, 林崎良英, 森尾友宏, 鹿島

田健一: マウスを用いた経時的エンハンサー RNA 解析による卵巣体細胞

特異的エンハンサー候補領域および疾患感受性領域の同定. 第 26回日本生

殖内分泌学会、金沢、2021 年 1 月 8-9 日（ポスター） 

187. 辻敦美, 小川湧也, 寺尾美穂, 菊池咲希, 土屋育, 鹿島田健一, 高田修治: 

ゲノムヒト化マウスモデルによる in vivo でのヒト SOX9 発現調節候補領域

の機能解析. 第 54 回日本小児内分泌学会学術集会、完全 WEB 開催、2021

年 10 月 28-30 日（ポスター） 

188. 秋葉和壽, 福井由宇子, 長谷川行洋, 高田修治, 深見真紀, 鳴海覚志: 深部

イントロン POU1F1 変異の多階層機能解析系の構築： c.143-83A>G は分枝

部位破壊によるスプライス異常を起こす. 第 54回日本小児内分泌学会学術

集会、完全 WEB 開催、2021 年 10 月 28-30 日（ポスター） 

189. Ryuichi Nakagawa, Hideya Kawaji, Yasuhiro Murakawa, Shuji Takada, Satoshi 

Narumi, Maki Fukami, Josephine Bowles, Andrew Sinclair, Peter Koopman, 

Kenichi Kashimada: Two ovarian enhancer candidates, identified by time series 

enhancer RNA analyses, harbored rare SNVs identified in ovarian insufficiency. 

First Virtual International Symposium on Vertebrate Sex Determination, On line, 

2021 年 10 月 4-6 日 (デジタルポスター) 

190. Yasuhiro Naiki, Mami Miyado, Reiko Horikawa, Noriyuki Katsumata, Shuji 

Takada, Hidenori Akutsu, Masafumi Onodera, Maki Fukami: Gene therapy for 

congenital adrenal hyperplasia with AAV vectors into fibroblasts and model mice. 

第 27 回 日本遺伝子細胞治療学会学術集会、東京、2021 年 9 月 9-10 日（ポ

スター） 

191. Yuko Katoh-fukui, Miho Terao, Ruogu Zhang, Shuji Takada, Fukami Maki: 

Simultaneous genome editing of multiple candidate causative genes in mice (複数

の病因候補遺伝子を対象とした同時マウスゲノム編集). 第 43 回日本分子

生物学会、Web 開催、2020 年 12 月 2-4 日 (LBA、デジタルポスター) 

192. 久保博太郎，浜野繭，小川湧也，土屋育，辻敦美，寺尾美穂，高田修治: 

CRISPR/Cas9 システムを用いたヒト EIF2S3B1 ノックインマウスの作製と

解析. 第 43 回日本分子生物学会、Web 開催、2020 年 12 月 2-4 日 (デジタ

ルポスター) 

193. 小川湧也、原聡史、浜田万里果、岡村晴紀、土屋育、辻敦美、後藤友二、

久保田宗一郎、寺尾美穂、高田修治: タイトル：SNPs を利用したゲノム編

集による疾患候補領域重複マウスの作製. 第 43 回日本分子生物学会、Web
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開催、2020 年 12 月 2-4 日 (デジタルポスター) 

194. 辻敦美、小川湧也、寺尾美穂、菊池咲希、土屋育 、高田修治: ゲノムヒト

化マウスモデルによる in vivo でのヒト SOX9 発現調節候補領域の機能解

析. 第 43 回日本分子生物学会、Web 開催、2020 年 12 月 2-4 日 (デジタル

ポスター) 

195. 藤森千加、杉本航平、寺尾美穂、高田修治、木村敦、佐野香織、加用大地、

岡良隆、神田真司: 非モデル魚のシステムをモデル魚上で遺伝子工学的手

法で模倣する–進化上での FSH ・LH 産生細胞の分化と脳下垂体制御に関わ

る GnRH パラログの使い方の変化の原因を探る -  Elucidation of the 

mysteries of changes in paralog usage of gonadotropin and GnRH genes during 

evolution. シンポジウム「非モデル魚類の多彩な神経研究フロンティア：形

態・生理・行動」日本動物学会 第 91 回大会 2020、Web 開催、2020 年 9 月

4-5 日 (口頭) 

196. 原聡史、村松あかり、寺尾美穂、高田修治: マウス IG-DMR の母方アレル

におけるインプリント制御領域のスクリーニング. 第 113 回日本繁殖生物

学会大会、Web 開催、2020 年 9 月 23-25 日 (デジタルポスター) 

197. 内木康博、宮戸真美、堀川玲子、高田修治、勝又規行、深見真紀: 11β水酸

化酵素欠損症モデルマウスに対する AAV ベクターによる遺伝子治療の試

み. 第 93 回日本内分泌学会学術総会、Web 開催、2020 年 (スライドのみの

Web 発表) 

198. ENDO 2017, Orlando, FL, USA, April 1-4, 2017 Symposium; Life history of 

Leydig and Sertoli cells History of fetal Leydig cells Morohashi K 

199. 18th International Congress of Endocrinology, Dec 1-4, 2018, Cape Town, South 

Africa, Symposium, Adrenal Steroids; new steroids, new functions, new therapies 

Ad4BP/SF-1 more than a regulator of adrenal steroids Morohashi K  

200. 34th Joint Annual Conference of Biomedical Sciences, March 23-24, 2019, Taipei, 

Taiwan Ad4BP/SF-1 more than a regulator of adrenal steroids Morohashi K, Inoue 

M, Baba T 

201. 第 90 回日本内分泌学会学術総会、シンポジウム 2017/04/21、京都 Ad4BP

を介した細胞分化と代謝の強調的な遺伝子発現制御 井上 実紀、馬場 崇、

諸橋 憲一郎 

202. 第 27 回ステロイドホルモン学会学術集会 浜松 11 月 2 日 性ステロイド

と性染色体による副腎皮質と骨格筋の性差構築 Antonius Christianto、高橋

史也、馬場崇、諸橋 憲一郎 

203. 核内受容体 Ad4BP/SF-1 による NADPH 産生制御 馬場 崇、Bing Li、諸橋 

憲一郎 第 25 回日本ステロイドホルモン学会学術集会 2017 年 11 月 18 日 

204. 核内受容体 Ad4BP/SF-1 によるステロイドホルモン産生へ向けた全プロセ

スの制御 馬場 崇、Man Ho Choi、諸橋 憲一郎 生命科学系学会合同年次大
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会 ConBio2017  神戸ポートピアホテル 2017 年 12 月 7 日 

205. マウス副腎皮質束状層細胞における転写産物量の性差 高橋史也, 馬場崇, 

Christianto Antonius, 戌亥海, 須山幹太, 大川恭行, 諸橋 憲一郎 第 42 回日

本分子生物学会年会 マリンメッセ福岡 2019 年 12 月 5 日 

206. マウス副腎皮質束状層細胞の転写産物量における性差 高橋史也, 馬場崇, 

Christianto Antonius, 諸橋 憲一郎 第 27 回日本ステロイドホルモン学会学

術集会 アクトシティ浜松コングレスセンター 2019 年 11 月 2 日 

207. 第 27 回ステロイドホルモン学会学術集会 浜松 11 月 2 日 性ステロイ

ドと性染色体による副腎皮質と骨格筋の性差構築 Antonius Christianto、高

橋史也、馬場崇、諸橋 憲一郎 

208. Sex differences observed in mouse skeletal muscle Christianto A, Takahashi F, 

Baba T, Morohashi K 27th Annual Meeting of the Japanese Society for Steroid 

Hormones Shizuoka, November 02, 2019  

209. Sex differences observed in mouse skeletal muscle  Christianto A, Baba T, 

Takahashi F, Inui K, Suyama M, Ohkawa Y, Morohashi K  The 42nd Annual 

Meeting of the Molecular Biology Society of Japan Marine Messe Fukuoka, 

December 03-06, 2019 

210. 骨格筋、副腎皮質における性スペクトラムとその制御 馬場崇、Antonius 

Christianto、高橋史也、諸橋 憲一郎 第 42 回日本分子生物学会年会 福岡

国際会議場 2019 年 12 月 5 日 ワークショップ「性スペクトラムをもたら

すエピゲノム・代謝・染色体」 

211. XX/Sry オスマウスのライディッヒ細胞における遺伝子発現と精巣内ステ

ロイドホルモン量の網羅的解析.  柳井 翔吾, 馬場 崇, 宮林 香奈子, 

Soyun Han, 井上 実紀, 高橋 史也, 金井 克晃, 大川 恭行, Man-Ho Choi, 

諸橋 憲一郎 第 28 回ステロイドホルモン学会, WEB 開催, 2021 年 2 月.  

212. Sex chromosome composition affects gene expression and function in Leydig cells. 

Yanai S, Baba T, Inui K, Miyabayashi K, Han S, Inoue M, Takahashi F, Kanai Y, 

Ohkawa Y, Choi MH, Morohashi K 第 43 回日本分子生物学会年会, WEB 開催, 

2020 年 12 月 

213. 性染色体構成の差異がライディッヒ細胞の遺伝子発現に及ぼす影響 柳井 

翔吾, 高橋 史也, 戌亥 海,  Soyun Han, 原口 省吾, 馬場 崇, Man-Ho Choi, 

須山 幹太, 大川 恭行, 諸橋 憲一郎 第 24 回生殖内分泌学会 砂防会館  

2020 年 1 月 12 日 

214. Y 染色体にコードされる脱メチル化酵素 UTY は精巣ライディッヒ細胞に

おける初期応答系遺伝子群の発現をヒストン脱メチル化活性を介さずに制

御する柳井 翔吾、馬場 崇、井上 実紀、高橋 史也、寺尾 美穂、高田 修

治、石渡 啓介、中林 一彦、秦 健一郎、金井 克晃、諸橋 憲一郎 第 44 回

日本分子生物学会 横浜 12 月 1―3 日 
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215. TMSB10 regulates fetal Leydig cell differentiation by activation of Hedgehog 

signal. Inoue M, Baba T, Takahashi F, Terao M, Takada S, Morohashi K 第 44

回日本分子生物学会 横浜 12 月 1―3 日 

216. Male-preferred glycolysis and female-preferred fatty acid utilization of skeletal 

muscle bestowed by Pfkfb3 and Pdk4 (Poster) Christianto A, Baba T, Takahashi 

F, Inui K, Inoue M, Suyama M, Ono Y, Ohkawa Y, Morohashi K 第 44 回日本分

子生物学会 横浜 12 月 1―3 日 

217. Ad4BP/SF-1 の発現量の性差によって誘導される細胞内代謝の性差高橋史

也、馬場崇、Christianto Antonius、柳井翔吾、石渡 啓介、中林 一彦、秦 健

一郎、諸橋 憲一郎 第 44 回日本分子生物学会 横浜 12 月 1―3 日 

218. 深見真紀 ヒト生殖と染色体のトピックス 特別講演。第 58 回日本卵子

学会 2017 年 6 月 2 日、那覇  

219. 深見真紀 ヒトの性の新知見。第 25 回宮崎代謝内分泌研究会 2017 年 6

月 7 日。宮崎 

220. 深見真紀 ｢遺伝子要因による成長制御｣ シンポジウム 成長の比較内分

泌学 第 35 回内分泌代謝学サマーセミナー 2017 年 7 月 14 日、群馬 

221. 深見真紀 染色体構造異常・片親性ダイソミーと疾患 内分泌疾患をモデ

ルとして シンポジウム 生殖細胞系列における染色体異常：成因と疾患

の新知見。日本人類遺伝学会第 62 回大会 2017 年 11 月 17 日、神戸 

222. 深見真紀 先天性内分泌疾患診療における遺伝学的検査 Update。Update 小

児 第 27 回臨床内分泌 update 平成 29 年 11 月 24 日、神戸 

223. 深見真紀 診療に役立つ分子遺伝学の基礎知識：骨成長障害をモデルとし

て。イブニングセミナー 第 28 回日本小児整形外科学会学術総会 2017

年 12 月 7 日、東京 

224. 深見真紀 ヒト染色体異常の新知見. 長崎大学大学院セミナー、2018 年 3 月

16 日、長崎 

225. 深見真紀 46,XY 性分化疾患の分子基盤. シンポジウム 生殖次世代影響を

アウトカムとしての尿道下裂-ヒューマンサンプルを用いたゲノム・エピゲ

ノム解析. 第 88 回日本衛生学会学術総会、2018 年 3 月 22 日、東京 

226. 深見真紀 ヒトの性の再定義. シンポジウム 性分化・性成熟疾患におけ

る新しい展開. 第 91 回日本内分泌学会学術集会 2018 年 4 月 26 日、宮崎 

227. 深見真紀 SHOX 異常症の診断 update. PED フォーラム特別講演、2018 年

4 月 27 日、宮崎 

228. 深見真紀 次世代シークエンサーを用いた 1 型糖尿病感受性因子の探索。

シンポジウム 小児思春期糖尿病をめぐる課題と展望。第 61 回日本糖尿

病学会年次学術集会。2018 年 5 月 26 日、東京 

229. 深見真紀 遺伝子から見たMen’s health. 特別講演 日本内分泌学会関東甲

信支部学術集会。2018 年 9 月 8 日、東京 
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230. 深見真紀 研究の初めの一歩。若手研究支援セミナー。日本小児内分泌学

会学術集会 2018 年 10 月 5 日、東京 

231. 深見真紀 Y 染色体と Men’s health. 特別講演。泌尿器抗加齢医学研究会第

10 回研究会。2018 年 12 月 9 日、沖縄 

232. 深見真紀 低身長を招く遺伝学的異常のトピックス。第 33 回 東北成長障

害・成長因子研究会。2019 年 3 月 23 日、仙台 

233. 深見真紀 性成熟疾患の分子基盤。シンポジウム「思春期発来異常とその

メカニズム」 。第 92 回 日本内分泌学会学術総会。2019 年 5 月 9 日、仙

台 

234. 深見真紀 性腺形成異常を招く遺伝学的異常。シンポジウム「生殖機能異

常 update」 。第 92 回 日本内分泌学会学術総会。2019 年 5 月 11 日、仙台 

235. 深見真紀 ヒトの性成熟の分子基盤 シンポジウム「性と成熟の比較内分

泌学」 第 37 回内分泌代謝学サマーセミナー 2019 年 7 月 5 日、岐阜 

236. 深見真紀 日常診療に役立つ遺伝学の基礎知識：低身長をモデルとして。

特別講演 秋田内分泌懇話会。2019 年 7 月 24 日、秋田 

237. 深見真紀 性分化疾患に関与する遺伝的因子と環境因子 update。シンポジ

ウム「内外環境・遺伝子と性分化」 第 8 回日本 DOHaD 学会学術集会。

2019 年 8 月 10 日、東京 

238. 深見真紀 小児内分泌疾患遺伝子診断の現況。シンポジウム「小児内分泌疾

患の遺伝子診断：現況と近未来」第 53 回日本小児内分泌学会学術集会。

2019 年 9 月 26 日、京都 

239. 深見真紀 ヒトにおけるアンドロゲン産生の新知見。シンポジウム「先天性

ステロイド代謝異常症」第 27 回日本ステロイドホルモン学会学術集会。

2019 年 11 月 2 日、浜松 

240. 深見真紀 性ステロイドの新知見。Meet the expert 第 29 回臨床内分泌代謝

Update。2019 年 11 月 29 日、高知 

241. 深見真紀 ヒトの性の新知見。特別講演。第 41 回北海道小児内分泌研究会。

2020 年 1 月 25 日、札幌 

242. 深見真紀 小児内分泌疾患における遺伝子解析研究と臨床的遺伝子診断

Nordiscience WEB seminar 2020 年 7 月 12 日 WEB（ライブ）講演 

243. 深見真紀 性分化疾患の分子メカニズム。シンポジウム「性分化疾患」。第

93 回日本内分泌学会学術総会。2020 年 7 月 20 日-8 月 31 日、（オンデマン

ド配信） 

244. 深見真紀 ヒトの性分化。教育講演。人類遺伝学会専門医セミナー 2020 年

9 月 18 日～30 日（オンデマンド配信） 

245. 深見真紀  浦島太郎はなぜ年をとったのか。 シンポジウム「おとぎ話、

昔話に学ぶアンチエイジング」 抗加齢学会学術集会 2020 年 9 月 27 日、

東京 
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246. 深見真紀  保険適応となった遺伝学的検査。シンポジウム。日本小児内

分泌学会特別学術集会  WEB 開催 2020 年 10 月 1 日～31 日（オンデ

マンド配信） 

247. 深見真紀 SGA 性低身長を招く遺伝学的異常の新知見。特別講演。滋賀小

児内分泌講演会。2020 年 11 月 7 日、WEB（ライブ）講演 

248. 深見真紀 ヒトの「性」の新知見。特別講演。久留米大学小児科グランド

ラウンド。2021 年 1 月 8 日、WEB（ライブ）講演 

249. 深見真紀 性スペクトラム：ヒトの性の再定義。特別講演。湯島性分化勉

強会。2021 年 1 月 14 日、WEB（ライブ）講演 

250. 深見真紀 Turner 症候群の遺伝学。教育講演。日本小児循環器学会第 12 回

教育セミナーアドバンストコース。2021 年 2 月 8 日、WEB （録画ライブ配

信）講演 

251. 深見真紀 内分泌疾患を招く GNAS 異常症の新知見、特別シンポジウム 

第 94 回日本内分泌学会学術総会。2021 年 4 月 23 日、WEB （録画ライブ配

信）講演 

252. 深見真紀 Y 染色体と男性力、シンポジウム「「生きる源 男性力」 日本

アンドロロジー学会第 40 回学術大会、2021 年 6 月 12 日、WEB （ライブ配

信）講演 

253. 深見真紀 低身長を招く遺伝学的異常の新知見、特別講演 山形内分泌・

代謝研究会。2021 年 7 月 9 日、WEB（ライブ配信）講演 

254. 深見真紀 ヒト生殖と染色体のトピックス、特別講演 第 5 回 ART Japan

生殖医療研究会。2021 年 9 月 26 日 

255. 深見真紀 低身長を招く遺伝学的異常、特別講演 第 33 回奈良小児内分

泌研究会。2021 年 10 月 7 日。WEB（ライブ配信）講演 

256. 深見真紀 先天性内分泌疾患と遺伝学的検査、シンポジウム 1 から学ぶシ

リーズ 第 31 回臨床内分泌 update。2021 年 10 月 26 日。WEB（ライブ配

信）講演 

257. 深見真紀 日常診療に役立つ分子遺伝学：低身長をモデルとして、特別講演 

愛媛小児内分泌研究会 2021 年 12 月 10 日。WEB（ライブ配信）講演 

258. 深見真紀 ヒトの性の多様性、特別講演. JCR GD&DSD セミナーin 関西 

2022 年 1 月 15 日。WEB（ライブ配信）講演 

259. 深見真紀 性の新知見：性スペクトラム、NIHS 特別講演会. 2022 年 1 月

17 日。ハイブリット講演（ライブ配信） 

260. 深見真紀 性スペクトラム：ヒトの性の新知見、九州大学ダイバーシテイ

推進トップセミナー. 2022 年 1 月 31 日。WEB（ライブ配信）講演 

261. 緒方勤：ART と先天異常症発症の関連について．第 12 回日本日本生殖再

生医学会特別講演．2017 年 3 月 19 日，東京．  

262. 緒方勤：ヒトの成長と発達：Auxology とインプリンティングの観点から．
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第 90 回日本内分泌学会学術総会教育講演．2017 年 4 月 20–22 日，京都．  

263. 緒方勤：小児遺伝性疾患発症機序の解明．第 53 回日本小児循環器学会学術

総会教育講演．2017 年 7 月 7–9 日，浜松．  

264. 緒方勤：性染色体構造異常における精神運動発達遅滞の発症機序．第 51 回

日本小児内分泌学会学術総会ランチョン教育セミナー．2017 年 9 月 28–30

日，大阪．  

265. 緒方勤：小児内分泌学：仕事そして趣味として–日本小児内分泌学会学会賞

受賞講演．第 51 回日本小児内分泌学会学術総会．2017 年 9 月 28–30 日，

大阪．  

266. 緒方勤：小児先天性疾患の分子病理の解明/小児先天性疾患の臨床および分

子遺伝学的研究．日本人類遺伝学会学会賞受賞講演．第 62 回日本人類遺伝

学会．2017 年 11 月 15–18 日，神戸．  

267. 緒方勤：小児の遺伝性間脳下垂体疾患．教育講演．第 28 回日本間脳下垂体

腫瘍学会．2018 年 2 月 9–10 日，浜松．  

268. 緒方勤：性スペクトラム．教育講演．第 28 回日本内分泌学会臨床内分泌代

謝アップデート．2018 年 11 月 2–3 日，福岡．  

269. 緒方勤：小児内分泌関連疾患の臨床および分子遺伝学的研究．日本内分泌

学会学会賞受賞講演．第 92 回日本内分泌学会学術総会．2019 年 5 月 9–11

日，仙台．  

270. 緒方勤：内分泌疾患と環境因子・遺伝的感受性：性分化疾患・生殖機能障

害をモデルとして．第 93 回日本内分泌学会学会学術総会会長講演．第 30

回日本内分泌学会臨床内分泌代謝アップデート．2020 年 11 月 13–14 日，

東京．  

271. 緒方勤：SGA:  遺伝的機序と思春期・性分化. Next Generation Meeting Current 

and future management in growth disorders. 2021 年 11 月 20 日，WEB 開催．  

272. 緒方勤：性染色体異常症と成長. 第 40 回 小児内分泌・代謝研究会信濃町

フォーラム. 2022 年 1 月 29 日，WEB 開催．  

273. 緒方勤：多因子疾患としての性分化疾患発症機序．令和 3 年度第４回周産

期医療研究会. 2022 年 2 月 5 日，WEB 講演会．  

274. 緒方勤：ターナー症候群の発症機序：ヌーナン症候群との関連を含めて．

福岡大学小児科クリニカルカンファレンス．2018 年 5 月 21 日，福岡．  

275. Okubo K (June 2021) How do evolutionarily conserved neural substrates give rise 

to variation in social behaviors across species? Japan-Norway Symposium on Fish 

Endocrinology and Genomics, Online 

276. 大久保範聡（2019年 7 月）魚類の性行動パターンの性差形成と性的可逆性。

日本内分泌学会第 37 回内分泌代謝学サマーセミナー、岐阜県下呂市 

277. 大久保範聡（2018 年 1 月）魚類の性の不思議な世界。第 11 回日本性差医

学・医療学会学術集会（公開シンポジウム「性差生物学の最近の進歩：進
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化の過程での性差」）、福岡県福岡市 

278. 大久保範聡（2017 年 11 月）真骨魚類の脳の性分化・性的可逆性に関する

研究。第 42 回日本比較内分泌学会大会（日本比較内分泌学会奨励賞受賞者

講演）、奈良県奈良市 

279. 西池雄志、大久保範聡（2021 年 11 月）性ステロイド環境に応じてメダカ

の性行動パターンをメス型化する脳内メカニズム。第 45 回日本比較内分

泌学会大会、オンライン開催（若手研究者最優秀発表賞を受賞） 

280. Nishiike Y, Okubo K (June 2021) Estrogen receptor 2b plays an essential role in 

establishing female mating behavior in medaka. Japan-Norway Symposium on Fish 

Endocrinology and Genomics, Online（Audience’s choice poster award を受賞） 

281. Nakajo M, Hiraki-Kajiyama T, Okubo K (October 2019) Sexually dimorphic 

neuropeptide B neurons in the ventral telencephalon, a leading candidate for the 

regulator of female reproductive behavior, show estrogen dependence and diurnal 

changes in their neuronal activities. Neuroscience 2019, Chicago, USA 

282. 中城光琴、平木（梶山）十和子、大久保範聡（2018 年 11 月）終脳腹側野に

おいてメス特異的なNpb発現を示すペプチドニューロンの神経生理学的解

析。第 43 回日本比較内分泌学会大会、宮城県仙台市 

283. 菊池結貴子、大久保範聡（2018 年 11 月）メダカのメス特異的 Npb ニュー

ロンの遺伝子発現プロファイルと機能の解析。第 43 回日本比較内分泌学

会大会、宮城県仙台市 

284. 宮副大地、西池雄志、大久保範聡（2018 年 11 月）メダカの脳と行動の性分

化における性ステロイドの役割。第 43 回日本比較内分泌学会大会、宮城県

仙台市 

285. 西池雄志、宮副大地、大久保範聡（2018 年 11 月）メダカにおける攻撃行動

に寄与する神経核の探索。第 43 回日本比較内分泌学会大会、宮城県仙台市 

286. 立澤雅也、大久保範聡（2018 年 11 月）メダカの視索前野に存在するメス

特異的な性ステロイド応答性ニューロンの活性化に関わる遺伝子の探索。

第 43 回日本比較内分泌学会大会、宮城県仙台市 

287. 宮副大地、大久保範聡（2018 年 3 月）エストロゲン受容体 Esr2b ノックア

ウトメダカの性行動と生殖腺における表現型解析。平成 30 年日本水産学

会春季大会、東京都港区 

288. 菊池結貴子、大久保範聡（2017 年 11 月）メダカにおけるメス特異的なペ

プチド産生ニューロンの性ステロイド応答性と性的可逆性。第 42 回日本

比較内分泌学会大会、奈良県奈良市 

289. 宮副大地、大久保範聡（2017 年 11 月）エストロゲン受容体ノックアウト

メダカを用いた魚類の行動の性差形成メカニズムの解析。第 42 回日本比

較内分泌学会大会、奈良県奈良市 

290. Kanda S Role of GnRH in the gonadotropin release: changes during vertebrate 
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evolution Asia Oceania Society for Comparative Endocrinology、シドニー  

2018 年 7 月 9 日   

291. メダカの研究で脊椎動物内での生殖中枢制御メカニズムの多様性を照らし

出す 神田真司 日本動物学会 90 回大会 2019 年 9 月 12 日 

292. 原始的な形質を示すピラニアが示唆する GnRH1/3 神経系の進化プロセス 

杉本航平, 加用大地, 藤森千加, 中城光琴, 岡良隆, 神田真司日本動物学会

72 回関東支部大会 2020 年 3 月 14 日 

293. 下位条鰭類は真骨魚類よりも両生類に類似した卵膜硬化機構をもつ 財田

里梨花, 大西洋, 長澤竜樹, 加用大地, 神田真司, 安増茂樹, 佐野香織日本

動物学会 72 回関東支部大会 2020 年 3 月 14 日 

294. メダカとゼブラフィッシュの肝臓由来および卵巣由来リコンビナント ZP

の作製  渡邊花菜, 神田真司, 佐野香織 日本動物学会 72 回関東支部大

会 2020 年 3 月 14 日 

295. 脳下垂体自体の光受容を介した体色変化の新規経路の解析 福田彩華, 藤

森千加, 馬谷千恵, 神田真司 2019 年 11 月 8 日 

296. Kayo D, Kanda S, Oka Y “The role of estrogen receptor β1 (Esr2a) in the negative 

feedback regulation of follicle stimulating hormone by 17β-Estradiol in a teleost 

medaka” Asia and Oceania Society for Comparative Endocrinology Intercongress 

(AOSCE) 2018, (July 8-12,2018) the University of Sydney, Sydney, Australia 

297. 藤森千加、松田真以子、竹内雅貴、岡良隆、神田真司“脊椎動物の脳下垂

体における FSH・LH 産生細胞の発現分化の進化 Evolution of differential 

expression of FSH and LH in the pituitary cells during vertebrate evolution” 日本

動物学会第 89 回大会（2018 年 9 月 13-15 日）、札幌コンベンションセンタ

ー（北海道札幌市） 

298. 加用大地、神田真司、善方文太郎、岡良隆“真骨魚類メダカにおけるエス

トロジェン受容体β1 （Esr2a）を介した濾胞刺激ホルモン（FSH）のエスト

ロジェンフィードバック機構の解析 Estrogen feedback regulation of follicle 

stimulating hormone (FSH) via estrogen receptor β1 (Esr2a) in a teleost medaka”

日本動物学会第 89 回大会（2018 年 9 月 13-15 日）、札幌コンベンションセ

ンター（北海道札幌市） 

299. 富原壮真、加用大地、神田真司、岡良隆“繁殖可能な生理状態に同期して

性行動を賦活する脳内神経メカニズムの解明  Neural mechanism that is 

involved in the activation of sexual behavior synchronized to the reproductive state.”

日本動物学会第 89 回大会（2018 年 9 月 13-15 日）、札幌コンベンションセ

ンター（北海道札幌市） 

300. 加用大地、神田真司、岡良隆“小型の真骨魚類、メダカを対象とした 17β-

Estradiol 投与方法の検討”第 43 回日本比較内分泌学会大会（2018 年 11 月

9-11 日）東北大学（宮城県仙台市） 
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301. 藤森千加、松田真以子、岡良隆、神田真司“糖タンパク質ホルモン FSH・

LH ・TSH の各サブユニットの発現の進化”第 43 回日本比核内分泌学会大会 

302. “Oxytocin and tears in non-human mammals” Takefumi Kiksui, MET Conference, 

2021, Bucharest, Romania, 26-28 May 2021 (Hybrid-meeting) 

303. “Oxytocin mediates emotional tears in animals via mechanisms in the lacrimal 

glan” Takefumi Kikusui, Society for Social Neuroscience 2020 Annual meeting 

(on-line) Jan 31-Feb 3, 2021 

304. 日本内分泌学会 2020 年大会 ホットトピック講演「腸内細菌叢による内分

泌制御」 菊水健史 2020 年 6 月 4－8 日 オンライン 

305. 日本神経科学会 2020 年大会 教育講演「社会内分泌学：社会をつくる内分

泌の役割」菊水健史 2020 年 7 月 29 日―8 月 1 日 オンライン 

306. 社会神経学研究会 2020  「社会の形成における内分泌の役割」 菊水健史 

生理学研究所 2020 年 11 月 19 日 オンライン 

307. 信州大学医学部招待講演「母子間の絆とホルモンの関係」 菊水健史 2019

年 3 月 

308. 筑波大学日中 2 か国セミナー「Oxytocin mediates Emotional tear」菊水健史 

2019 年 3 月 

309. 日本獣医師会学術集会  「オキシトシンの新しい機能」 菊水健史 2019 年

2 月 

310. 京都大学大学院医学系研究科、「第 23 回情動・社会行動と精神医学研究会」

にて、「社会内分泌学」菊水健史 2018 年 12 月 

311. 東京医科歯科大学小児科招待講演 「母子間の絆と内分泌制御」菊水健史 

2018 年 12 月 

312. *磯谷綾子, 平田航, 鞆田大樹, 由利俊祐, "全身で赤色蛍光蛋白質を発現す

るトランスジーンを Y 染色体上に持つマウスモデル," 日本分子生物学会, 

横浜, 2021 年 12 月 

313. 平田航, 由利俊祐, *磯谷綾子, "発生時間に差のある集合キメラ胚における

内部細胞塊と栄養外胚葉への分化傾向," 第 68 回日本実験動物学会総会, 

オンライン, 2021 年 5 月 

314. *磯谷 綾子, 平田 航, 鞆田 大樹, 由利 俊祐, "Y 染色体上に全身性発

現 RFP 遺伝子をもつマウスの作出と 着床前胚の雌雄判別," 第 68 回日本

実験動物学会, オンライン, 2021 年 5 月 

315. 「超短命モデル脊椎動物ターコイズキリフィッシュを用いた個体老化プロ

グラムの分子基盤の解析」、阿部耕太,石谷 太、日本分子生物学会年会ワー

クショップ、 2020 年 12 月 

316. 「Investigation of the role of germ cells in the regulation of organismal aging using 

a shortest-lived vertebrate model」、阿部耕太, 石谷太、日本発生生物学会 2021

年会 2021 年 6 月 
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317. 「超短命モデル脊椎動物を用いた生殖細胞による老化制御機構の解明」、阿

部耕太、モデル生物代謝研究会 ２０２１年１１月 

318. Hideaki Takeuchi (2021) Future aspects of social neuroscience using medaka fish, 

The Social Brain 2.0: Social Neuroscience In The Post Pandemic Era 2021 年 9 月

30 日 筑波大学 

319. 竹内秀明（2021）メダカの個体認知を介した配偶者選択に関わる脳の分子

神経基盤、日本化学会 2021 年 3 月 19 日 

320. 竹内秀明（2020）脳行動状態系が社会行動選択にバイアスを与える分子神

経機構の解明-メダカを動物モデルとして- 第 50 回日本神経精神薬理学会

年会・第 42 回日本生物学的精神医学会年会・第 4 回日本精神薬学会総会

（NPBPPP2020 合同年会） 2020 年 8 月 22 日 

321. Yukiko Ogino アンドロゲンによる二次性徴形質発現の分子基盤シンポジ

ウム 「ゲノムが拓く魚類表現型多様性研究の新展開：分野横断的自然史

研究と今後の展望」第 56 回日本魚類学会年会、2022. 9.20 

322. Yukiko Ogino, Keigo Okamoto, Satoshi Ansai, Taisen Iguchi Regulation of 

regional development of androgen-dependent secondary sex characteristics. 第 44

回日本分子生物学会年会、2021 12. 3 オンライン 

323. 岡本啓吾、安齋 賢、荻野由紀子インドネシアメダカの二次性徴発現の分子

メカニズム. 第 92 回日本動物学会米子大会、2021 9. 3 オンライン 

324. Yukiko Ogino, Satoshi Ansai, Taisen IguchiRegulation of androgen-dependent 

sexual character development in Japanese medaka: Combinatorial analyses of 

RNA-seq and ATAC-seq. 第 54 回日本発生生物学会年会、2021 6. 17 オンラ

イン 

325. Yukiko Ogino, Satoshi Ansai, Taisen Iguchi Regulation of tissue-specific sex 

characteristics development in Medaka: Combinatorial analyses of RNAseq and 

ATACseq. 第 43 回日本分子生物学会年会、2020 12. 2 オンライン 

326. Minoru Tanaka Japanese Society of Developmental Biology (JSDB) OnLine 

SymposiumS4‘Mechanism of sexual fate decision of germ cells in the teleost fish, 

medaka’(talk: Sep. 25. 2020) On Zoom 

327. Minoru Tanaka The 9th International Symposium on Fish Endocrinology 

(9ISFE2018) (June 3- 8, 2018)“How do germ cells determine their sexual 

fate?”(talk: June 4. 2018) Tropical Manaus Ecoresort, Manaus, Brasil. 

328. Minoru Tanaka 4th Medaka Strategic PI meeting (16-18 April 2018)“Germ Cells 

– more than gametogenesis”(talk: April 16. 2018) Alte Aura, University of 

Heidelberg, Germany 

329. Minoru Tanaka Seminar in Shanghai Ocean University“Germline stem cells and 

ovarian structure”(2018) March 15 

330. Minoru Tanaka 18th International Congress of Comparative Endocrinology 
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(ICCE18) June 4-9, 2017“A feminizing power is an innate nature of germ cells in 

medaka”(talk: June 6. 2017) Lake Louise, Alberta, Canada 

331. The 10th International Workshop on the Molecular Biology and Genetics of the 

Lepidoptera (2018/8/19-8/25, Orthodox Academy of Crete (Kolympari, Crete, 

Greece)) Katsuma S, Kiuchi T, Kawamoto M, Shoji K, Sugano Y, Lee J, Fukui T, 

Shimada T (Department of Agricultural and Environmental Biology, Graduate 

School of Agricultural and Life Sciences, The University of Tokyo) "The Feminizer 

piRNA–Masculinizer gene system determines the sex in Bombyx mori" 

(Introductory lecture, Featured Speaker)  

332. Kiuchi T, Katsuma S (The University of Tokyo) "The molecular mechanism of 

Wolbachia-mediated male-killing in Ostrinia moths" (proposed symposium: New 

generation of tools to explore the various survival strategies of animals) 日本比較

生理生化学会第 41 回東京大会 (2019/11/30-12/1, 東京大学先端科学技術研

究センター)（口頭発表） 

333. Lee J1, Shimada T1, Kiuchi T2, Katsuma S2 (1. Gakushuin University, 2. The 

University of Tokyo) "Sex determination in Samia ricini" (proposed symposium: 

New generation of tools to explore the various survival strategies of animals) 日本

比較生理生化学会第 41 回東京大会 (2019/11/30-12/1, 東京大学先端科学技

術研究センター) （口頭発表） 

334. Katsuma S (The University of Tokyo) "The Fem piRNA-Masc system determines 

the sex in Bombyx mori" International symposium involving Chinese and Japanese 

insect virologists (2019/11/1, 東京農工大学 50 周年記念ホール)（口頭発表） 

335. 木内隆史、張昊堃、勝間進、嶋田透  (東大院・農)「カイコにおける

CRISPR/Cas9 システムによる遺伝子ノックアウト」第 62 回日本応用動物昆

虫学会大会 (2018/3/25-3/27, 城山観光ホテルおよび鹿児島大学郡元キャン

パス) (口頭発表) 

336. 李允求、木内隆史、嶋田透、勝間進 (東大院・農) 「エリサンにおけるゲノ

ム編集の現状 (2017 年度版 ) 」第 62 回日本応用動物昆虫学会大会 

(2018/3/25-3/27, 城山観光ホテルおよび鹿児島大学郡元キャンパス) (口頭

発表) 

337. 勝間進 1、木内隆史 1、川本宗孝 1、庄司佳祐 2 (1. 東大院・農、2. 宇大院・

農) 「カイコの性は piRNAを介した性染色体間の相互作用によって決まる」

2017 年度生命科学系学会合同年次大会 ConBio2017 (2017/12/6-12/9, 神戸

ポートアイランド) (口頭発表)  

338. 令和 4 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 92 回大会）

(2022/3/14-3/15, オンライン開催) 勝間進、松田(今井)典子、廣田加奈子、

木内隆史 (東大院・農)「Oscar はチョウ目昆虫に共通して機能するオス殺

し因子か」(口頭発表) 松田(今井)典子 1、廣田加奈子 1、小迫英尊 2、福井
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崇弘 1、室智大 1、高梨秀樹 3、有村慎一 3、木内隆史 1、勝間進 1 (1. 東大

院・農・昆虫遺伝研、2. 徳島大・先端酵素研、3. 東大院・農・植物分子遺

伝研)「アワノメイガ Masc のプロテアソームを介した分解はボルバキア因

子によって誘導される」(口頭発表) 

339. 令和 4 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 92 回大会）廣

田加奈子 1、松田(今井)典子 1、小迫英尊 2、福井崇弘 1、室智大 1、高梨秀

樹 3、有村慎一 3、木内隆史 1、勝間進 1 (1. 東大院・農・昆虫遺伝研、2. 徳

島大・先端酵素研、3. 東大院・農・植物分子遺伝研) 「アワノメイガにおい

てオス殺し現象を引き起こすボルバキア因子の同定」(口頭発表、若手の会

主催の表彰対象一般講演にて最優秀賞受賞) 

340. 令和 4 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 92 回大会）室

智大 1、疋田弘之 1・2、藤井毅 3、木内隆史 1、勝間進 1 (1. 東大院・農、

2. 京大・化研、3. 摂南大・農) 「アワノメイガ類におけるボルバキア感染の

進化史の解明」(口頭発表) 

341. 令和 4 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 92 回大会）福

井崇弘、木内隆史、勝間進 (東大院・農) 「アワノメイガにおける初期胚イ

ンジェクション実験系の確立」(口頭発表) 

342. 令和 3 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 91 回大会）

(2021/3/19-3/20, オンライン開催) 勝間進 1、松田(今井)典子 1、廣田加奈

子 1、福井崇弘 1、庄司佳祐 2、木内隆史 1 (1. 東大院・農、2. 東大・定量

研) 「チョウ目昆虫における Masc 依存的性決定システムの比較」(口頭発表) 

343. 令和 3 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 91 回大会）松

田(今井)典子、廣田加奈子、木内隆史、勝間進 (東大院・農) 「ボルバキアに

よるアワノメイガ Masc の発現抑制」(口頭発表) 廣田加奈子、松田(今井)

典子、木内隆史、勝間進 (東大院・農)「アワノメイガ Masc-ボルバキア間

の相互作用機構の解析」(口頭発表) 

344. 令和 3 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 91 回大会）室

智大 1、疋田弘之 1、藤井毅 2、木内隆史 1、勝間進 1 (1. 東大院・農、2. 摂

南大・農) 「アワノメイガ類に感染するオス殺しボルバキアの比較解析」(口

頭発表) 

345. 第 78 回昆虫病理研究会 (2021/11/14, オンライン開催) 室智大 1、疋田弘

之 1 ・2、藤井毅 3、木内隆史 1、勝間進 1 (1. 東大院・農、2. 京大・化研、

3. 摂南大・農) 「アワノメイガ類の近縁 2 種に感染するオス殺しボルバキア

のゲノム解析」(口頭発表) 

346. 第 78 回昆虫病理研究会 (2021/11/14, オンライン開催) 福井崇弘 1・室智

大 1 ・廣田加奈子 1 ・富原健太 1 ・藤井毅 2 ・勝間進 1 (1. 東大院・農、2. 摂

南大・農) 「オス殺し Wolbachia 感染アワノメイガから生じたオスに関する

報告」(口頭発表) 
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347. 令和 2 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 90 回大会）

(2020/3/6-3/7) 勝間進 1、松田(今井)典子 1、庄司佳祐 2、廣田加奈子 1、木

内隆史 1 (1. 東大院・農、2. 東大・定量研) 「アワノメイガとカイコの Masc

依存的性決定システムの比較」 

348. 令和 2 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 90 回大会）

(2020/3/6-3/7) 松田(今井)典子、廣田加奈子、木内隆史、勝間進 (東大院・

農)「Wolbachia による宿主性決定因子のコントロール」 

349. 令和 2 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 90 回大会）

(2020/3/6-3/7)室智大 1、松田(今井)典子 2、疋田弘之 2、木内隆史 2、勝間進

2 (1. 東大・農、2. 東大院・農) 「アワノメイガ共生 Wolbachia が持つオス殺

し因子のスクリーニング」 

350. 令和 2 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 90 回大会）

(2020/3/6-3/7) 廣田加奈子・松田（今井）典子・木内隆史・勝間進（東大院・

農）「カイコ培養細胞を用いたアワノメイガ Masc の性状解析」 

351. 令和 2 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 90 回大会）

(2020/3/6-3/7) 木内隆史 1、庄司佳祐 2、泉奈津子 2、泊幸秀 2、勝間進 1

（1. 東大院・農、2. 東大・定量研）「カイコの PIWI タンパク質遺伝子のノ

ックアウト」 

352. 平成 31 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 89 回大会）

(2019/3/22-3/23, 東京農工大学小金井キャンパス) 木内隆史 1、川本宗孝 1、

鈴木譲 2、嶋田透 1、勝間進 1 (1. 東大院・農、2. 東大院・新領域)「Masc

による遺伝子量補正はどちらの Z 染色体にはたらくか？」 

353. 平成 31 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 89 回大会）

(2019/3/22-3/23, 東京農工大学小金井キャンパス) 李允求、木内隆史、嶋田

透、勝間進 (東大院・農)「エリサンの性決定機構の解明」 

354. 第 13 回昆虫病理研究会シンポジウム (2018/9/20-9/22, 富士 Calm) 勝間進

1、川本宗孝 1、庄司佳祐 2、木内隆史 1 (1. 東大院・農、2. 宇大院・農) 「ボ

ルバキアがアワノメイガのオス殺しを実行する仕組み」(招待講演・シンポ

ジウム主催: シンポジウム IV～病原体による昆虫の性・生殖操作の最前線) 

355. The 10th International Workshop on the Molecular Biology and Genetics of the 

Lepidoptera (2018/8/19-8/25, Orthodox Academy of Crete (Kolympari, Crete, 

Greece)) 

356. J. Lee, T. Kiuchi, S. Katsuma and T. Shimada (Department of Agricultural and 

Environmental Biology, Graduate School of Agricultural and Life Sciences, The 

University of Tokyo) "Forward and reverse genetics of wild silkmoths" (oral 

presentation) 
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357. T. Kiuchi, Y. Sugano, T. Shimada and S. Katsuma (Department of Agricultural and 

Environmental Biology, Graduate School of Agricultural and Life Sciences, The 

University of Tokyo) "CRISPR/Cas9-mediated mutagenesis in the Masculinizer 

gene of the silkworm, Bombyx mori" (oral presentation) 

358. 第 62回日本応用動物昆虫学会大会 (2018/3/25-3/27, 城山観光ホテルおよび

鹿児島大学郡元キャンパス) 李允求、木内隆史、嶋田透、勝間進 (東大院・

農)「エリサンの白い体色は尿酸顆粒の蓄積に起因する 」 

359. 第 62回日本応用動物昆虫学会大会 (2018/3/25-3/27, 城山観光ホテルおよび

鹿児島大学郡元キャンパス) 濱中陽子、嶋田透、勝間進 (東大院・農) 「愛

知県産アズキノメイガにおける遺伝的要因による性比異常現象」(ポスター

発表) 

360. 平成 30 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 88 回大会）

(2018/3/19-3/20, 名古屋大学大学院生命農学研究科) 李允求、木内隆史、嶋

田透、勝間進 (東大院・農) 「エリサン Samia ricini におけるゲノム編集技術

の確立」 

361. 平成 30 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 88 回大会）

(2018/3/19-3/20, 名古屋大学大学院生命農学研究科) 川本宗孝 1、福井崇弘

1、濱中陽子 1、木内隆史 1、菅野純夫 2、嶋田透 1、鈴木穣 2、勝間進 1 （1. 

東大院・農、2. 東大院・新領域）「Wolbachia 感染アワノメイガ初期胚の RNA-

seq 解析による「オス殺し」因子の探索」 

362. 平成 30 年度蚕糸・昆虫機能利用学術講演会（日本蚕糸学会第 88 回大会）

(2018/3/19-3/20, 名古屋大学大学院生命農学研究科) Gajula Gopinath、李允

求、木内隆史、嶋田透(東大院・農)「Transgenesis of the sex influencing gene, 

Bmznf-2 in the domestic silkworm Bombyx mori.」(口頭発表) 

363. 第 76 回昆虫病理研究会 (2017/09/30, 東京大学大学院農学生命科学研究科)

福井崇弘、木内隆史、嶋田透、勝間進 (東大院・農) 「オス殺し細菌の除去

によるアワノメイガのメス特異的致死現象に関する研究」 

364. 第 76 回昆虫病理研究会 (2017/09/30, 東京大学大学院農学生命科学研究科) 

濱中陽子 1、福井崇弘 1、川本宗孝 1、庄司佳祐 1 ・2、木内隆史 1、菅野純

夫 3、嶋田透 1、鈴木穣 3、勝間進 1 （1. 東大院・農、2. 宇大院・農、3.東

大院・新領域) 「細胞内共生細菌 Wolbachia がもつ「オス殺し因子」の探索」 

365. Akashi H, Toyota K, Kohno S, Iguchi T, Miyagawa S Elucidation of molecular 

mechanism underlying temperature-sensing during sex determination in alligator 

and turtles. International Symposium on Amphibian & Reptilian Endocrinology 

& Neurology (ISAREN)（ゲインズビル、米国フロリダ州）2019 年 5 月 

366. 宮川信一 環境医薬品の魚類における標的分子同定と応答遺伝子 環境化
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学物質 3 学会合同大会（富山）2022 年 6 月 15 日（招待講演・シンポジウ

ム講演） 

367. Miyagawa S Molecular mechanisms underlying temperature-dependent sex 

determination in reptiles 第 97 回日本生理学会大会（大分）2020 年 3 月 17 日

（招待講演・シンポジウム講演） 

368. 宮川信一 環境で決まる動物の性 第 5 回東京理科大学医学研究シンポジ

ウム（野田）2019 年 5 月 11 日（招待講演） 

369. 宮川信一 温度環境に依存する爬虫類の性決定 第 66 回日本生態学会大

会（神戸）2019 年 3 月 19 日（招待講演・シンポジウム講演） 

370. Miyagawa S, Tohyama S, Ogino Y, Kobayashi T, Lange A, Tyler CR, Iguchi T 

Approaches for studying endocrine disruption and estrogen receptors in medaka 日

本内分泌攪乱化学物質学会第 21 回研究発表会（東京）2018 年 12 月 16 日

（招待講演・シンポジウム講演） 

371. 宮川信一 環境に依存する性と生殖の研究 日本比較内分泌学会第 43 回

大会（仙台）2018 年 11 月 11 日（招待講演・シンポジウム講演） 

372. 宮川信一 温度環境に依存する爬虫類の性決定機構 Biothermology 

Workshop 2017（東京）2017 年 12 月 25 日（招待講演） 

373. 宮川信一, 遠山早紀, 井口泰泉 魚類エストロゲン受容体のリガンド応答

性の研究—進化と多様性を考慮して 第 23 回生物化学的測定研究会（松山）

2017 年 11 月 17 日（招待講演） 

374. 宮川信一 温度環境に依存する爬虫類の性決定システム 第 2 回次世代生

命科学の研究会（博多）2017 年 7 月 14 日（招待講演） 

375. 本多希久子、森永朱香、後藤智哉、豊田賢治、征矢野清、長江真樹、莚平

裕次、中田典秀、井原賢、宮川信一 環境医薬品の魚類標的遺伝子の同定

と遺伝子発現解析 環境化学物質 3 学会合同大会（富山）2022 年 6 月（ポ

スター発表） 

376. 國行亜紀、豊田賢治、荻野由紀子、中村文音、小野純佳、井口泰泉、宮川

信一環境化学物質のメダカに対する甲状腺系かく乱作用の影響解析 環境

化学物質 3 学会合同大会（富山）2022 年 6 月（ポスター発表） 

377. Whatley C, Tyler CR, Miyagawa S, Orton F Assessing amphibian-relevant anti-

androgenic activity in pond water using a tropical clawed frog (Silurana tropicalis) 

androgen receptor transactivation assay. SETAC Europe 32nd Annual meeting 

（コペンハーゲン、デンマーク）2022 年 5 月（ポスター発表） 

378. 井原賢、韓旻光、田中宏明、宮川信一、豊田賢治、征矢野清、長江真樹、

莚平裕次 GPCR 阻害薬および抗うつ薬の水生生物受容体に対する薬理活

性 第 56 回日本水環境学会年会（富山）2021 年 3 月（口頭発表） 
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379. 長谷川真子、内田翔、豊田賢治、宮川信一 マウスの外生殖器形成及び性

分化疾患メカニズムの解析 第 44 回日本分子生物学会年会（横浜）2021 年

12 月（ポスター発表） 

380. 妹尾衣里子、湊谷紗妃、豊田賢治、宮川信一 マウス膣の間質細胞に発現

するエストロゲン受容体 1 の機能解析 第 44 回日本分子生物学会年会（横

浜）2021 年 12 月（ポスター発表） 

381. 湊谷紗妃、妹尾衣里子、豊田賢治、宮川信一 マウス子宮間質細胞のエス

トロゲン受容体αの役割 第 44 回日本分子生物学会年会（横浜）2021 年

12 月（ポスター発表） 

382. Miyagawa S, Lange A, Tyler CR, Iguchi T Approaches for studying endocrine 

disrupters acting though nuclear receptors in fish, Japanese medaka (Oryzias 

latipes) 23th UK-Japan Annual Scientific Workshop on EDCs （Web 開催）2021

年 11 月 30 日（口頭発表） 

383. 宮川信一 環境医薬品の標的分子と生物応答 生物環境イノベーション研

究部門・公開シンポジウム〜わたしたちの生活と生物環境を考える〜（東

京）2021 年 11 月（口頭発表） 

384. 國行亜紀、小野純佳、豊田賢治、荻野由紀子、堀江好文、井口泰泉、宮川

信一環境化学物質のメダカに対する甲状腺系かく乱作用の影響解析 生物

環境イノベーション研究部門・公開シンポジウム〜わたしたちの生活と生

物環境を考える〜（東京）2021 年 11 月（口頭発表） 

385. 室田修平、中島啓、藤井英里、宮奥香理、荻野由紀子、宮川信一 ゲノム

編集メダカを用いたエストロゲン受容体の機能解析 生物環境イノベーシ

ョン研究部門・公開シンポジウム〜わたしたちの生活と生物環境を考える

〜（東京）2021 年 11 月（口頭発表） 

386. 山岸弦記、朴民根、宮川信一 羊膜類の糖新生酵素 g6pc1 の遺伝子重複と

その生理学的意義の解明 日本比較内分泌学会第 45 回大会（Web 開催）

2021 年 11 月（ポスター発表） 

387. 柳川紗良、赤司寛志、宮川信一 ニホンヤモリにおける温度感受性 TRP チ

ャネルと高温刺激に対する忌避行動の関連 日本進化学会第 23 回大会（東

京・Web 開催）2021 年 9 月（ポスター発表） 

388. 豊田賢治、山本岳男、宮川信一、井原賢、森友子、重信秀治、大平剛 幼

若ホルモンがズワイガニのオスらしさを決める？ 日本動物学会第 92 回

大会（米子・Web 開催）2021 年 9 月（ポスター発表） 

389. 宮川信一 環境に依存する動物の性の研究 第 60 回環日本海域環境研究

センターセミナー（Web 開催）2021 年 6 月（口頭発表） 

390. 長江真樹、富田将基、飯野大輔、莚平裕次、村田良介、井原賢、中田典秀、
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宮川信一、宮奥香里、征矢野清 ヒト医薬品のメダカの行動および繁殖能

に及ぼす影響 第 29 回環境化学討論会（大阪）2021 年 6 月（ポスター発

表） 

391. 宮奥香理、宮川信一 医薬品は体の中でどのように働くか？ 「環境医薬

品の魚類次世代生産への影響解析」情報発信セミナーおよび長崎大学海洋

未来イノベーション機構（OMST）セミナー＆シンポジウム「海と地球と人

と」第 8 回セミナー（Web 開催）2020 年 12 月（口頭発表） 

392. 赤司寛志、宮川信一 温度センサータンパク質 TRP 及び体温調節行動にお

ける温度感受性の相関進化 生物環境イノベーション研究部門公開シンポ

ジウム 生物進化の立場から生物環境を考える（東京）2020 年 11 月（口

頭発表） 

393. Miyagawa S, Lange A, Tyler CR, Iguchi T Approaches for studying endocrine 

disruption and estrogen receptor subtypes in fish  22th UK-Japan Annual 

Scientific Workshop on EDCs（Web 開催）2020 年 10 月（口頭発表） 

394. 松丸大輔、村嶋亜紀、宮川信一、原田理代、山田源、中西剛 三次元イメ

ージング技術を用いた総排泄腔分割の解析:発生異常メカニズムの解明に

向けて フォーラム 2020 ：衛生薬学・環境トキシコロジー（Web 開催）2020

年 9 月（ポスター発表） 

395. 松丸大輔、村嶋亜紀、宮川信一、原田理代、山田源、中西剛 総排泄腔分

割の三次元イメージング解析：発生毒性メカニズムの解明に向けて 日本

薬学会第 140 年会（京都）2020 年 3 月（ポスター発表） 

396. 莚平裕次、富田将基、井原賢、中田典秀、宮川信一、村田良介、長江真樹 、

征矢野清 ミナミメダカを用いた環境医薬品 5 種に対する魚類行動影響評

価 日本内分泌攪乱化学物質学会第 22 回研究発表会（東京）2019 年 12 月

（口頭発表） 

397. 宮川信一 環境に依存する動物の性決定 2019 年度第 2 回母と子のすこや

か基金セミナー（和泉）2019 年 11 月（口頭発表） 

398. Miyagawa S, Lange A, Tyler CR, Iguchi T Approaches for studying endocrine 
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のように老化研究に役立つか教えて ください]、阿部 耕太, 石谷 太、株）

ライフ・サイエンス社 2021 年 7 月 

44. Yokoi S*, Young LJ, Takeuchi H* in press Comparative Perspectives on the 

Function of Oxytocin in Fish and Mammals (Chapter7). "Spectrum of Sex - The 

Molecular Bases that Induce Various Sexual Phenotypes" edited by Tanaka M and 

Tachibana M, Springer Nature 

45. Nishimura T, Tanaka M. ‘Observation of Medaka Larval Gonads by 

Immunohistochemistry’ and Confocal Laser Microscopy’ in Methods Mol Biol 

“Germline Development in the Zebrafish” (ed: Roland Rosch). Springer Protocols, 

Humana Press, (2021), total 382 pages. ISBN 978-1-0716-0969-9 

46. Murata K, Kinoshita M, Naruse K, Tanaka M, Kamei Y. (eds)“Medaka – Biology, 

Management, and Experimental Protocols” total 344 pages. Wiley-Blackwell, NJ, 

USA (2020) ISBN 9781119575290 

47. Tanaka M. Regulation of germline stem cells in the Teleost: Gametogenesis, Sex, 

and Fecundity. In ‘Reproductive and Developmental Strategies – The Continuity of 

Life’ (eds: Kobayashi K, Kitano T, Iwao Y, Kondo M.)’ Springer Japan. (2018) 

pp.37-46. (total 789 pages) ISBN 978-4-431-56607-6. doi.org/10.1007/978-4-431-

56609-0 

48. *Katsuma S, Hirota K, Muro T. Symbiont-induced sexual and reproductive 

manipulation in insects. Spectrum of Sex - The Molecular Bases that Induce Various 

Sexual Phenotypes, in press. 

49. *Kiuchi T, Katsuma S (2022) Functional Characterization of Silkworm PIWI 

Proteins by Embryonic RNAi. Methods Mol Biol. 2360, 19-31.  

50. 木内隆史・勝間進. 「コラム：性決定のしくみ」『生物の科学 遺伝別冊 No.23 

カイコの実験単～カイコで生命科学をまるごと理解～』 2019. 

51. 川本宗孝・勝間進. 「次世代シークエンサーとゲノム研究」『生物の科学 遺

伝別冊 No.23 カイコの実験単～カイコで生命科学をまるごと理解～』 

2019. 

52. 勝間進.「昆虫の性－多様な性決定遺伝子とそれらをのっとる寄生者」『遺

伝子から解き明かす性の不思議な世界』 2019: 377–420. 

53. Yamagishi G, Iguchi T, Miyagawa S. Epigenetic regulation of sex determination 

and toxicity in non-mammalian vertebrates. In: Genomic and Epigenomic 

Biomarkers of Toxicology and Disease: Clinical and Therapeutic Actions, Safu S 

(Ed.) Wiley. in press. 

54. Ogino Y, Sébillot A, Miyagawa S, Tatarazako N, Iguchi T: Detection of androgenic 
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and anti-androgenic chemicals using medaka. Medaka Book. Wiley & Blackwell, 

275-279, 2020. 

55. Miyagawa S, Yatsu R, Iguchi T: Environmental control on sex differentiation in 

reptiles. In: Reproductive and Developmental Strategies, The Continuity of Life. 

Part 2 Diversity in Sex Differentiation. Springer, pp. 367-390, 2018. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業財産権 
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1. 産業財産権の名称： ブリ類の性別識別方法 

発明者：坂本崇、中本正俊、菊池潔、小山喬 

権利者：同上 

産業財産権の種類、番号：特許、特願 2018—027260 

出願年月日：平成 30 年 2 月 19 日 

国外 

2. 産業財産権の名称： 紫外線反射剤組成物及び撥水剤組成物 

発明者：二橋亮・川口研・針山孝彦・山濱由美・石井大佑・矢嶋俊介・

三木玲香・森直樹 

産業財産権の種類、番号：国際特許 PCT/JP2018/019559 （特願 2017-100693

に基づく PCT 出願） 

出願年月日：2018/05/21 

国外（ＷＩＰＯ） 

3. 産業財産権の名称： 紫外線反射剤組成物及び撥水剤組成 

発明者：二橋亮・川口研・針山孝彦・山濱由美・石井大佑・矢嶋俊介・

三木玲香・森直樹 

産業財産権の種類、番号：特許第 6851594 号 

取得年月日：2021/03/12 

国内 

4. 産業財産権の名称：紫外線反射剤組成物及び撥水剤組成物 

発明者：二橋亮・川口研・針山孝彦・山濱由美・石井大佑・矢嶋俊介・

三木玲香・森直樹 

産業財産権の種類、番号：国際特許 16/689945、登録番号 1109024 

取得年月日：2021/08/17 

国外（アメリカ） 

5. 産業財産権の名称：自家受精能を有する魚類及び自家受精卵の製造方法 

発明者：西村俊哉、田中実 

権利者：東海国立大学機構 名古屋大学 

産業財産権の種類、番号： 

特願 2021-567468 

出願年月日：2020 年 12 月 22 日 

国際出願番号 PCT/JP2020/047811（各国移行済み） 

国内 

6. 産業財産権の名称：ゲノム編集技術 

発明者：西村俊哉、田中実 
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権利者：東海国立大学機構 名古屋大学 

産業財産権の種類、番号： 

特願 2018-158921 

出願年月日：2018 年 08 月 28 日 

国内 

7. 産業財産権の名称：魚類の生殖細胞の性決定方法、性判別方法、被検物

質の性分化の撹乱評価方法、雌雄同体の作成方法、早期成熟個体の作成

方法 

発明者：西村俊哉、田中実  

権利者：大学共同利用機関法人自然科学研究機構 

産業財産権の種類、番号：特願 2014-24331、特許 6512542 号 

出願年月日：2014 年 11 月 28 日、 特許査定: 2019 年 4 月１日 

国内 
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テレビ・新聞等による報道 

 

1. Miyawaki et al, Science (2020) の研究内容が、読売新聞、朝日新聞、日経新

聞、徳島新聞、産研新聞などで報道された。 

2. Miyawaki et al, Science (2020) の研究内容が、テレビ大阪「優しいニュース」

で報道された。 

3. 「性スペクトラム」に関する研究の取り組みが、静岡新聞、北海道新聞、

中国新聞、岐阜新聞、東京新聞などで紹介された。 

4. # Takahashi et al., (2019) Nat Genet 日本経済新聞 "ゲノム複製、1 細胞で解

析 理研が新技術" 2019/2/26 

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO41706650V20C19A2X90000/ 

5. 日刊工業新聞  "ＤＮＡの複製過程、細胞ごとに時期解析 理研など" 

2019/2/26 https://www.nikkan.co.jp/articles/view/00507631 

6. 化学新聞 "「ゲノムＤＮＡの複製 細胞個々で網羅解析」理研・三重大が

簡単・廉価手法開発" 2019/03/01 https://sci-news.co.jp/topics/1847/ 

7. # Isobe et al., (2021) Cell Rep 日経バイオテク "大阪大、切断された DNA を

つなぎ直す、細胞の初動対応を解明 抗がん剤耐性細胞の生成の仕組みや

免疫疾患の原因の解明に期待" 2021/07/15 

https://bio.nikkeibp.co.jp/atcl/release/21/07/15/11116/ 

8. 日本経済新聞電子版（2018）0419 東大、ナガサキアゲハのベイツ型擬態の

原因遺伝子領域を解明 

9. 時事通信（2018）0419 近縁種とは別々に進化＝ナガサキアゲハの擬態－東

大など 

10. 神戸新聞(2018) 0613・23 面「超遺伝子」で進化の歴史解き明かせ、 

11. 埼玉新聞(2018) 0612・10 面 超遺伝子で進化解く、 

12. 四国新聞(2018) 0615・12 面、超遺伝子で生物進化を解く 

13. 中国新聞(2018) 0603・11 面、超遺伝子 進化解く鍵 

14. 熊本日日新聞(2018) 0606・17 面、「超遺伝子」生物進化の鍵 

15. 北海道新聞夕刊(2018) 0606・4 面、『超遺伝子』世代超え生体に影響 

16. 山形新聞(2018) 0606・18 面、生存戦略に『超遺伝子』 

17. 日本経済新聞（2019）0421 アゲハ幼虫 擬態を解明 東大変身制御遺伝子

を発見 

18. 日本経済新聞（2021）0117 日曜朝刊 38 面「毒チョウまねるアゲハ 紫外

線の反射も擬態」 

19. プレスリリース：「誰でも」「簡単に」「効率よく」モデルラットを作出でき

る技術を開発 https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research-news/2019-08-22  
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20. 産経新聞（8 月 10 日 22 面）および日刊工業新聞（8 月 29 日 23 面） 

21. 「精子形成に重要なヒストンによる DNA の新たな折りたたみを解明！」

日本経済新聞ホームページ 2021 年 2 月 16 日 

https://www.nikkei.com/article/DGXLRSP605198_W1A210C2000000/ 

22. 胎児発育に重要なたんぱく質発見 ―流産の原因究明に貢献も つくば科学

万 博 記 念 財 団  つ く ば サ イ エ ン ス ニ ュ ー ス  http://www.tsukuba-

sci.com/?p=7079 2019 年 10 月 

23. 胎盤・胎児の正常な発生に、アミノ酸トランスポーターSNAT4 が重要－理

研  医療 NEWS QLifePro http://www.qlifepro.com/news/20191010/placental-

hypoplasia.html 2019 年 10 月 

24. 胎盤・胎児の発生に重要なアミノ酸トランスポーターを同定  理研 プレス

リリース https://www.riken.jp/press/2019/20191008_3/index.html 2019 年 10 月 

25. Scientists surmount epigenetic barriers to cloning with two-pronged approach 

AAAS EurekAlert! https://www.eurekalert.org/news-releases/822175 2018 年 7 月 

26. A huge leap for cloning Boston Children's Hospital ANSWERS  

https://answers.childrenshospital.org/huge-leap-cloning/ 2018 年 7 月 

27. 理研、クローン胚の新たなエピゲノム異常を発見－ヒストン修飾によるゲ

ノムインプリンティングが破綻 日本経済新聞  

https://www.nikkei.com/article/DGXLRSP485750_Q8A720C1000000/ 2018 年 7

月 

28. クローン胚の新たなエピゲノム異常を発見理研  プレスリリース 

https://www.riken.jp/press/2018/20180720_1/ 2018 年 7 月 

29. 「トンボの幼虫から成虫への変態に必須な遺伝子群の同定に成功 －昆虫

の変態を制御する転写因子の新たな機能を解明－」 

https://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2022/pr20220222/pr20220222.html 

2022 年 2 月 22 日（火）日刊工業新聞 

30. 2022 年 3 月 7 日（月） つくばサイエンスニュースによる紹介 

http://www.tsukuba-sci.com/?p=10211 

31. インタビュー 2021 年 4 月 16 日、2021 年 4 月 23 日 KUMON OB・OG イ

ンタビュー (2021) 突き詰めれば価値が出てくる学びがある 地道な努力

を怠らずに力をつけよう 

https://www.kumon.ne.jp/kumonnow/obog/076_1/ 

https://www.kumon.ne.jp/kumonnow/obog/076_2/ 

32. STEAM ライブラリー「未来の教室」での紹介 2021 年 3 月 14 日 

https://www.steam-library.go.jp/lectures/492 

33. インタビュー 2019 年 10 月 2 日中川隆夫、ブルーバックス編集部 (2019) 
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赤トンボはなぜ赤い？ 動物で初めて見つかった驚きのメカニズム 意外と

知らないトンボのすごさ. 

https://gendai.ismedia.jp/articles/-/67425 

https://www.aist.go.jp/aist_j/aistinfo/bluebacks/no23/ 

34. プレスリリース （2019 年 1 月 15 日） 

「トンボ由来の紫外線反射物質を同定 －トンボが分泌するワックスの主

成分を化学合成し強い紫外線反射と撥水性を実現－」 

https://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2019/pr20190115/pr20190115.html・

掲載新聞 

2019 年 1 月 16 日（水）化学工業日報 

2019 年 1 月 25 日（金）静岡新聞、科学新聞 

2019 年 1 月 27 日（日）読売新聞、日本経済新聞 

2019 年 2 月 4 日（月）朝日新聞 

2019 年 2 月 10 日（日）産経新聞 

2019 年 2 月 11 日（月）東京新聞 

2019 年 2 月 12 日（火）毎日新聞 

35. 緒方勤 時事メディカル 時事通信医療ニュースサイト「子宮内低栄養が

児の精巣機能を障害」 （2022 年 3 月 14 日） 

36. 緒方勤 QLifePro 医療ニュース  「子宮内低栄養が精巣機能障害の原因とな

ることをマウスで確認」（2022 年 3 月 14 日） 

37. 深見真紀日本経済新聞夕刊 「LGBTQ とは」 (2021 年 8 月 7 日） 

38. 深見真紀 NHK 総合「ヒューマニエンス SP ”性とウイルス“人間を生ん

だ力とは」（2021 年 4 月 29 日） 

39. 深見真紀 NHK 総合  「あさイチ 話したくなる最新研究」（2021 年 4 月 22

日） 

40. 深見真紀 NHK BS プレミアム「ヒューマニエンス 40 億年のたくらみ、オ

トコとオンナ“性”の揺らぎのミステリー」（2020 年 10 月 1 日初回放映） 

41. 深見真紀日経産業新聞  「染色体異常 受精後数日で修復」  （2019 年 10

月 19 日） 

42. 深見真紀 NHK E テレ「又吉直樹のヘウレーカ！"男はつらい"ってホン

ト？」.（2018 年 6 月 13 日初回放映） 

43. Nishiike et al., 2021 Curr Biol の成果が、テレビ朝日の ANN ニュース、読売

新聞の朝刊、日経新聞の朝刊、科学新聞、北海道新聞、山形新聞、岩手日

報、山梨日日新聞、静岡新聞、中国新聞、高知新聞、熊本日日新聞、南日

本新聞などで取り上げられた。 

44. Hiraki-Kajiyama et al., 2019 eLife の成果が、朝日新聞の朝刊、日経新聞の朝
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刊、財経新聞などで取り上げられた。 

45. NHK サイエンス ZERO「人類が絶滅の危機!?“中性化”と生殖の未来」出

演 2022 年 2 月 13 日 

46. NHK スペシャル「ジェンダーサイエンス (1)「男 X 女 性差の真実」出演 

2021 年 11 月 3 日 

47. “Meal of poo makes naked mole rats motherly” Nature 2018  

https://www.nature.com/articles/d41586-018-06096-8 

48. “ Eating poop makes naked mole rats more motherly” Science 2018 

https://www.sciencemag.org/news/2018/08/eating-poop-makes-naked-mole-rats-

more-motherly 

49. “ハダカデバネズミは、女王の糞を食べて「親」になる” Science portal 2018 

https://scienceportal.jst.go.jp/news/newsflash_review/newsflash/2018/09/2018090

6_02.html 

50. “女王が出すホルモンで母性アップ 働きネズミが子守役に大変身 ハダ

カ デ バ ネ ズ ミ の 謎 解 明 ”  産 経 新 聞 ニ ュ ー ス  2018 年

https://www.sankei.com/premium/news/180908/prm1809080012-n1.html 

51. “糞食で母性スイッチオン 麻布大学などがハダカデバネズミの子育て解

明” 大学ジャーナルオンライン 2018 年 https://univ-journal.jp/22522/ 

52. “Long Non Coding RNA Contributes to Sex Determination.” membs|Molecular 

Biology News. 2018 年 5 月 31 日. 

53. “The mystery of masculinization in Daphnia magna unraveled. Discovery of long 

chain non-coding RNAs activating sex determination genes.” ScienceDaily. 2018

年 5 月 29 日. 

54. “Discovery of long chain non-coding RNAs activating sex determination genes.” 

Phys.org. 2018 年 5 月 28 日. 

55. “阪大、ミジンコで性決定遺伝子の非翻訳領域のみをもつ RNA がオス化

を引き起こすことを発見” 日経電子版プレスリリース速報. 2018 年 5 月 25

日. 

56. “ A 5' UTR-Overlapping LncRNA Activates the Male-Determining Gene 

doublesex1 in the Crustacean Daphnia magna.” Abstream. 2018 年 5 月 24 日. 
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受賞 

 

1. 菊池潔 共著論文 Hamasaki et al. 2017 が、平成 30 年度マリンバイオテクノ

ロジー論文賞を受賞 

2. 林陽平 The role of glucose metabolism in primordial germ cell fate determination 

2021.07.16. 156th IDAC Biannual Meeting 最優秀発表賞 

3. 林陽平「エネルギー代謝調節を介したマウス生殖系列の分化制御機構とそ

の生理的意義の解明」艮陵医学振興会 匂坂記念賞（2019） 

4. 的場章悟 文部科学大臣表彰 若手科学者賞 「体細胞核移植によるエピ

ゲノム初期化機構に関する研究」 4 月 2019 年 

5. 鈴木雅京 日本蚕糸学会賞 一般社団法人日本蚕糸学会より 2022 年 3 月 14

日に受賞 

6. 鈴木雅京, 勝間進, 木内隆史 貞明皇后記念蚕糸科学賞 一般財団法人大日

本蚕糸会より 2021 年 10 月 21 日に受賞 

7. 峰 翔太郎, 炭谷めぐみ, 畠山正統, 青木不学, 鈴木雅京 論文賞 一般社団

法人日本応用動物昆虫学会より 2021 年 3 月 23 日に受賞 

8. 諸橋 憲一郎 2021 年 日本内分泌学会賞 

9. 深見真紀 日本小児内分泌学会 Kenji Fujieda Prize 

10. 深見真紀 第 18 回小児医学川野賞  

11. 緒方勤 日本内分泌学会学会賞 

12. 宮戸真美 第 30 回 バゾプレシン研究会 研究奨励賞 

13. 大久保範聡、平成 29 年度日本比較内分泌学会奨励賞（日本比較内分泌学

会）（2017 年 11 月）「真骨魚類の脳の性成熟および性分化・性的可逆性に

関する研究」 

14. 田中実 日本動物学会学会賞 2020 年 

15. 菊地真理子 井上学術賞奨励賞 2021 年 

16. 勝間進 長瀬研究振興賞 公益財団法人長瀬科学技術振興財団 2021 年 

17. 鈴木雅京、勝間進、木内隆史 貞明皇后記念蚕糸科学賞 カイコの性決定機

構の解明とそれを利用した性操作技術の開発 一般財団法人 大日本蚕糸会 

2021 年 

18. 室智大 東京大学農学部学部長賞 2020 年 

19. 木内隆史 日本農学進歩賞 高度な昆虫遺伝子制御技術による性決定と幼虫

形質発現の機構解明 公益財団法人 農学会 2018 年 

20. 勝間進 日本蚕糸学会賞 一般社団法人日本蚕糸学会 2018 年 

21. 李允求 東京大学大学院農学生命科学研究科 研究科長賞（博士課程）2018

年 
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アウトリーチ活動 

 

1. 立花誠 ジュニアドクター育成塾「めばえ適塾」（小中学生を対象とした科

学教育プログラム）（2019 年 12 月 26 日） 

2. 立花誠 大阪大学いちょう祭で一般向けの講演「オスとメスが決まる仕組

み」を Zoom にて行った（2021 年 4 月 30 日）。高校生や大学生などの計 130

名の登録者があった。 

3. 立花誠 愛知県立刈谷高校・同窓会記念館にて、高校生向けの特別講座と

高校教員向けの研修会を開催した（2019 年 12 月 14 日）。約 80 名の高校生

と、約 20 名の高校教師が参加した。 

4. 菊池潔 2019 年 6 月 5 日 ブリ類の性決定遺伝子研究について、所属大学

院の NEWS で研究紹介。共同研究者が所属する、東京海洋大および東京大

学先端科学技術研究センターのホームページでも、研究紹介を行った。 

5. 菊池潔 2019 年 7 月 29 日 web 雑誌 Academist Journal で、ブリ類の性決

定遺伝子研究について解説。 

6. 菊池潔 2019 年 11 月 Japanese association for Marine Biology (JAMBIO)の広

報誌 News Letter で、ブリ類の性決定遺伝子研究について解説 

7. 長尾恒治 2017, 2018 年度に、兵庫県立宝塚北高等学校の高校生に対して研

究室見学を行った。 

8. 長尾恒治 2021 年 11 月 17 日に、大阪大学理学部 公開講座サイエンスナイ

トをオンライン開催した https://www.sci.osaka-u.ac.jp/ja/info/9888/ 

9. 藤原晴彦：昆虫の擬態－驚異のメカニズムを紐解く－、アサヒカルチャー

横浜、2019 年 3 月 9 日、ルミネ横浜 

10. 藤原晴彦：似せてだます擬態の不思議な戦略－昆虫の擬態とその進化を遺

伝子から紐解く－、第 42 回自然科学カフェの集い、2019 年 5 月 18 日、新

宿区立新宿文化センター 

11. 藤原晴彦 NHK E テレ（2020）又吉直樹のヘウレーカ「だましの手口が今、

明らかに」 2 月 28 日放映 

12. 藤原晴彦 NHK E テレ（2021）  サイエンスゼロ「スーパージーン」 5

月 2 日放映 

13. 小林慎 産総研一般公開～子供も大人も楽しめる科学技術を体験しよう! 、

顕微鏡で細胞を見てみよう!, 産業技術総合研究所・創薬分子プロファイリ

ング研究センター一般公開 2019 年 8 月 24 日 

14. 二橋亮 2018 年 4 月 28 日、富山市魚津水族館 親子展で一般市民に対して

講演 

15. 二橋亮 2018 年 7 月 22 日、日本動物学会関東支部公開講演会で一般市民
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に対して講演 

16. 二橋亮 2018 年 9 月 20 日、産業技術総合研究所 新技術説明会で企業向け

に講演 

17. 二橋亮 2019 年 4 月 20 日、「サイエンス・スクエアつくば」で一般市民向

けに講演 

18. 二橋亮 2019 年 8 月 17 日、第 50 回大阪私立理科教育研究会 生物分科会

で高校教師向けに講演 

19. 二橋亮 2020 年 10 月 1 日、TIA 「かけはし」連携セミナーで一般向けの講

演 

20. 二橋亮 2021 年 3 月 14 日、STEAM ライブラリー 「未来の教室」への資

料提供 https://www.steam-library.go.jp/content/68 

21. 鈴木雅京 一般財団法人東京私立中学高等学校協会主催 理数系教科研究

会 講演会の講師 2021 年 11 月 12 日, オンライン開催 

22. 鈴木雅京「昆虫に学ぶ性にまつわる不思議」と題して柏市小中学校教諭を

対象に講演。2021 年 8 月 30 日, オンライン開催 

23. 鈴木雅京出前講義、茨城県立古河中等教育学校「昆虫に学ぶ性を決めるス

イッチのしくみ」と題して中学生を対象に講演。2021 年 7 月 2 日、2021 年

7 月 28 日, オンライン開催  

24. 新美輝幸：昆虫の模様と形の多様性を探る. 出前授業，愛知産業大学三河

高等学校 小講堂，名古屋市，2021 年 11 月 2 日．  

25. 新美輝幸：昆虫の模様と形の多様性を探る. SSH 理科特別講座，明和高校，

名古屋市，2021 年 6 月 22 日．  

26. 新美輝幸：カブトムシのツノ作りのひみつ. 土岐で科学を学ぶ日，基礎生

物学研究所・オンライン開催（Youtube ライブ），2021 年 2 月 28 日．  

27. 新美輝幸：多様な昆虫には不思議がいっぱい！. 出前授業，葵中学校 体

育館，岡崎市, 2020 年 12 月 1 日.  

28. 新美輝幸：多様な昆虫には不思議がいっぱい！. 出前授業，竜南中学校 理

科室，岡崎市, 2020 年 11 月 11 日.  

29. 新美輝幸：多様な昆虫には不思議がいっぱい！. 出前授業，東海中学校 体

育館，岡崎市, 2020 年 11 月 5 日.  

30. 新美輝幸：カブトムシの角はいつつくられる？. 静岡科学館 科学茶房 

ムシカフェ，静岡科学館創作ルーム，静岡市・オンライン開催（Zoom），

2020 年 6 月 14 日． 

31. 大久保範聡「魚類の性の不思議な世界」、第 11 回日本性差医学・医療学会

学術集会  （公開シンポジウム「性差生物学の最近の進歩：進化の過程での

性差」）、福岡県福岡市、2018 年 1 月 
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32. 大久保範聡 高校生向け公開講座「性の不思議—女と男—」、愛知県刈谷市刈

谷高校、2019 年 12 月 

33. 磯谷 綾子," 「発生工学技術に魅せられて「キメラ・オタク」になった私」," 

第 114 回日本繁殖生物学会大会 市民公開講座, オンライン, 2021 年 9 月 23

日 

34. 田中実 2022 年 1 月 12 日 科学とジェンダー 第四回シンポジウム講演 

オンライン開催 

35. 田中実 2020 年 11 月 7 日 日本理科教育学会 北陸支部大会 高校生向け講

演  

36. 田中実 2019 年 12 月 15 日 豊橋自然史博物館 一般講演（あいちサイエ

ンス・コミュニケーション・ネットワーク事業） 

 

  



 
 

102 
 

研究成果 

1. 領域設定期間内に何をどこまで明らかにしようとし、どの程度達成できたか 

本申請は、応募時の研究領域として「当該領域の格段の発展・飛躍的な展開を

目指すもの」を設定した。2004年度発足の特定領域研究「性分化機構の解明」と、

2010年度発足の新学術領域研究「性差構築の分子基盤」によって、我が国の性研

究は強力に支えられてきた。これらの領域研究の推進によって脊椎動物の性決

定や性分化の分子機構に関する数多くの研究成果を得たのは、前述した通りで

ある。それらの成果を吟味した結果、旧来の「二項対立的な雌雄」から「連続す

る表現型としての雌雄（スペクトラム）」へと性の概念を変えることが必要であ

り、このパラダイムシフトこそが性に関する様々な現象を統一的に理解するこ

とが可能にするとの結論に至った。議論を重ねた結果、遺伝、内分泌、環境の三

つの要因による性スペクトラム上の定位と移動の分子機構を明らかにすること

が、｢連続する表現型としての性｣との考え方を仮説から定説へと導くために重

要であると結論した。よってA01 ｢遺伝要因と性スペクトラム｣、A02 ｢内分泌

要因と性スペクトラム｣、A03 ｢環境要因と性スペクトラム｣の三つの研究項目

を設定し、2017年度から「性スペクトラム」研究領域をスタートさせた。 

A01計画研究では、性染色体上の性決定遺伝子と性染色体構造の観点から、性

スペクトラム上の定位と移動における遺伝的要因の意義を明らかにする。立花

（計画）は、独自に見出した性決定遺伝子のエピゲノム制御に焦点を当て、その

分子機構を明らかにする。菊池（計画）は、先行研究で発見した性染色体獲得直

後の魚類に着目し、性スペクトラム関連遺伝子が性染色体の異型化を招くこと

を実証する。長尾（計画）は、性染色体不活化が常染色体の遺伝子発現に影響を

与えるとの自身の発見に基づき、その分子機構の解明を目指す。これらの研究の

成果を統合し、細胞自律的な性スペクトラムの遺伝的基盤を明らかにする。 

A02計画研究では、性ステロイドの産生と標的の観点から、内分泌による性ス

ペクトラムの定位と移動のメカニズムを解明する。諸橋（計画）は生殖腺と骨格

筋における性ステロイド依存的な性スペクトラムの成立と同調の機構、深見（計

画）は脳を含む各種ヒト器官の性スペクトラムの成立と同調の機構、大久保（計

画）はメダカ脳における性スペクトラムの成立と同調の機構を明らかにする。 

A03計画研究では、栄養、共生、温度の観点から、環境要因による性スペクト

ラム上の定位と移動のメカニズムを明らかにする。田中（計画）は栄養が魚類生

殖腺の性転換をもたらすメカニズム、勝間（計画）は共生細菌（ボルバキア）感

染による宿主の性操作メカニズム、宮川（計画）は爬虫類の温度依存型性決定の

分子基盤を明らかにする。 

計画研究班員による研究で得た重要な成果の第1は、細胞レベルの性スペクト

ラムの形成と維持にはヒストン修飾によるエピゲノム制御が重要な役割を担う
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との知見である。例えば、細胞のオス化、メス化の度合い規定する因子として、

A01の立花（計画）と長尾（計画）は性染色体上の特定領域の転写抑制的なヒス

トン修飾の量が必須であることを見出した。そしてA01菊池（計画）はブリ類の

性染色体の異形化には組み換えを抑制するエピゲノム修飾が関与している可能

性を見出した。第2の成果は、器官レベルでの性スペクトラム形成における性ス

テロイドの新たな役割を見出したことである。例えば、A02諸橋（計画）は骨格

筋の性差形成において、A02大久保（計画）は魚類の性行動において、これまで

知られていなかったエストロゲンのユニークな機能を見出した。さらにA02深見

（計画）は、ヒトの新規男性ホルモンを同定し、それが性分化疾患の発症に関わ

ることを明らかにした。第3の成果は、生殖腺の性スペクトラム形成に脂質代謝

が重要であるとの成果である。A01立花（計画）は、脂質代謝の律速酵素がマウ

ス胎仔期生殖腺のオス化を促進することを見出した。さらにA03の田中（計画）

と宮川（計画）は、発生期の脂質代謝産物が魚類の性転換とは虫類の温度依存的

性決定の鍵分子であることを、全くの独立した研究によって見出した。このよう

に独立した複数の研究成果が一つの普遍的なメカニズムに収斂していくことは、

領域研究の推進の賜物である。 

上述した研究成果は脊椎動物で得られたものである。計画研究では、無脊椎動

物を対象とした研究はひとつだけであった。それを補うべく、無脊椎動物を対象

とした研究提案を公募班で積極的に採択した。そして藤原（公募）、二橋（公募）、

加藤（公募）らが本領域に参画した結果、擬態や環境依存的性決定などの無脊椎

動物に備わるユニークな性戦略の分子機構の解明が飛躍的に進んだことは特筆

に値する。 

下記に示すように、本領域研究の推進によって性研究分野で世界を牽引する

数多くの知見を得ることができた。「遺伝、内分泌、環境の三つの要因による性

スペクトラム上の定位と移動の分子機構を明らかにする」との領域発足当初の

目標を十分に達成したと考えている。 

 

2. 本研究領域により得られた具体的な成果 

研究項目A01 「遺伝要因と性スペクトラム」 

計画研究班 

立花（計画）は、マウスをモデルとしてほ乳類性決定遺伝子のエピゲノム制御

に関する研究を進めた。特筆すべき成果は、マウスSry遺伝子座にはこれまで30

年間見つからなかった第2エキソンが存在し、それが性決定に必須であることを

見出したことである（Science 2020）。本研究によって、単一エキソン型で既知

の翻訳産物であるSRY-Sはタンパク質分解を受ける機能不全因子であること、複
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数エキソン型で新規の翻訳

産物であるSRY-Tはタンパ

ク質分解を受けない真の性

決定因子であることが明ら

かになった（右図）。この成

果はFaculty Opinions推薦論

文にも取り上げられ、「すべ

てのほ乳類性のSryは単一エ

キソン遺伝子である」との性

分化の教科書の記載が書き

換えられることになった。

Sryのエピジェネティック制

御の発見（Science 2013）に続いてSryのゲノム構造を明らかにしたことは、ほ乳

類の性分化研究分野における我が国のプレゼンスの向上に大きく貢献した。 

加えて立花（計画）は、生殖腺の性スペクトラムの形成におけるエピゲノム制

御の役割を明らかにした。Sry遺伝子座のH3K9me2の量がマウスの胎仔期生殖腺

の性スペクトラム上の位置を決めるパラメーターであることを示した（PLoS 

Genet 2017）。すなわちJmjd1aによるH3K9脱メチル化とGLP/G9a複合体による

H3K9メチル化の拮抗した活性によって、Sryの発現レベルがチューニングされる。

このチューニングのメカニズムは、胎仔期生殖腺のみならず、初期胚や生殖細胞

での遺伝子の発現制御にも働くことも見いだした（Stem Cell Reports 2018, Stem 

Cell Reports 2020）。XYマウスの生殖腺体細胞において、Sryの発現と逆相関して

DNAのメチル化が低下することに着目し、その分子機構について解析した。そ

の結果、DNAのハイドロキシメチル化酵素であるTet2がSry遺伝子座の能動的な

DNA脱メチル化を触媒していることを明らかにした（Sci Rep 2019）。さらに、

ほ乳類の胎仔期生殖腺の性スペクトラム形成に脂質代謝が関わるとの成果を得

た。胎仔期生殖腺の体細胞では、糖や脂質代謝酵素が高発現する。これらのうち、

脂質代謝の律速酵素であるCpt1aを欠損させると、XY胎仔の生殖腺体細胞の性が

メス化することを見出した。 

菊池（計画）は、海産魚類の性染色体の起源を明らかにする研究を行った。ア

ジ類のカンパチの性染色体の参照ゲノム配列を作製して関連解析をおこなった

結果、カンパチの性はステロイド代謝酵素Hsd17b1をコードする遺伝子上一塩基

多型座により決定されているとの新たな事実を発見した（Curr Biol, 2019）。こ

の研究成果は、胎盤を持たない生物ではステロイドが性決定の実行因子である

という説に関する初めての決定的な証拠を提示した。また本論文は、Faculty 

Opinions推薦論文にも取り上げられている。さらに、トラフグ属魚類がもつ性決
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定遺伝子Amhr2は、クサフグ、ショウサイフグ、ナシフグにおいてそのゲノム上

の位置が異なることを見出した（PNAS, 2022）。この発見により、性決定遺伝子

近傍に「オス表現型に関与する遺伝子」（性スペクトラム上の位置定位に関わる

遺伝子）が集積してしまったがゆえに、性決定遺伝子は動き回らざるをえなくな

ったという仮説を提唱した。 

長尾（計画）は、ほ乳類性染色体のヘテロクロマチンの構造と機能に関する研

究を進めた。不活性X染色体のヘテロクロマチン構造に必要なSmchd1の機能を

明らかにした。Smchd1は、分化の過程で不活性化を維持するために必要である

こと、不活性X染色体全域に渡って形成される抑制型ヒストン修飾パターンの形

成に必要であることを明らかにした（Development 2018）。また、深見（計画）

との共同研究により、SMCHD1の機能喪失変異がヒト疾患の新たな発症要因で

あることを見出した（Sci Rep 2020）。 

公募研究班 

林（公募）は、マウス胎仔生殖細胞の代謝経路が、未分化生殖細胞の性分化、

オス胎仔生殖細胞の精原細胞への分化、あるいはメス胎仔生殖細胞の卵胞形成

の制御に寄与することを示した（Biol Reprod 2010, Biol Reprod 2021）。立花（計

画）との共同研究により、生殖細胞の分化における DNA メチル化とヒストンの

メチル化の役割を明らかにした（PLoS One 2018）。藤原（公募）は、 シロオ

ビアゲハの擬態と性戦略が擬態スーパージーン内の doublesex(dsx)や他の遺伝子

によってどのように制御されているのか、さらにこれらの擬態スーパージーン

がどのような進化プロセスをたどったのかに関して、4 年間で数々の先駆的な研

究成果を発表した（Sci Adv 2018, Sci Adv 2019, Commun Biol 2019, iScience 2020, 

Sci Rep 2020, Sci Adv 2021）。また、トランスポゾンが性関連遺伝子のゲノム進

化を促進したとの研究成果が、昆虫の擬態遺伝子の進化に関する研究（藤原）と、

ほ乳類の性決定遺伝子の第 2 エキソンの進化（立花）で示されたことは、本領域

研究による注目すべき成果のひとつである。的場（公募）は、マウスの雌雄につ

いて網羅的な表現型解析を行い、そのデータを統合・圧縮する統計手法を開発す

ることで、性スペクトラムを個体レベルおよび器官レベルで表現する手法を開

発した。このプラットホームを用いて Y 染色体上にある 10 個の遺伝子のノック

アウトマウスを解析したところ、Sry 以外にも Usp9y や Uty などの Y 染色体上の

遺伝子が性スペクトラムに影響を与えることを明らかにした（次頁の図）。小林

（公募）は、ある遺伝子変異マウスでは小眼球症に酷似した表現型が雌にのみ現

れることを見出し、この性差を生み出す原因に、X 染色体の不活性化におけるエ

ピジェネティック制御の異常が関与することを明らかにした（Nat Commun 

2018）。二橋（公募）は、トンボの多くの種ではオスに擬態する「オス型メス」

が出現することに着目し、ワックスによる性特異的な体色変化と性分化に関す
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る分子機構を明らかにした

（eLife 2019）。また色鮮やかな

成虫への変態に必須な転写因

子を同定することにも成功し

た（PNAS 2022）。坂井（公募）

は、ショウジョウバエの高次

脳機能（トラウマ記憶）を解析

し、トラウマ記憶の形成には

fru 遺伝子の発現が必要である

こ と を 明 ら か に し た （ J 

Neorosci 2019）。吉野（公募）

は、マウス ES 細胞を材料と

し、妊孕性を有する雌性生殖

巣オルガノイドを世界で初めて構築することに成功した（Science 2021）。本研究

は Faculty Opinions 推薦論文に取り上げられた。また本研究は、立花（計画）お

よび諸橋（計画）との領域内共同研究による成果でもある。高田（公募）は、マ

ウス Sox9 の発現調節機構について遺伝学的手法で解析を進めた。その結果、Sox9

の生殖腺での発現に関わるエンハンサーの配列の中に、これまで未同定だった

オス化に必須の配列を見出した。 

 

研究項目A02 「内分泌要因と性スペクトラム」 

計画研究班 

諸橋（計画）は、ほ乳類細胞の代謝関連遺伝子の性差構築の分子機構を明らか

にする研究を進めた。核内受容体型転写因子である Ad4BP がステロイド合成系

や解糖系に加え、コレステロール代謝、NADPH 産生系を制御することを明らか

にした（Commun Biol 2019）。XY と XX ライディッヒ細胞の遺伝子発現解析か

ら、XY と XX 細胞ではコレステロール代謝に関与する遺伝子発現が異なってお

り、それが H3K4me3 の分布と相関することを明らかにした（Sci Rep 2021）。さ

らに骨格筋の性差に着目し、雌雄のエネルギー代謝の性差は性ホルモン非依存

的な PFKFB3 遺伝子と女性ホルモン依存的な PDK4 遺伝子の二つによって制御

されていることを見出した（Commun Biol 2021）。 

深見（計画）は、ヒトの性疾関連疾患の発症機構を明らかにする研究を進めた。

(i)性分化疾患、生殖機能障害、性成熟疾患を招く新たな遺伝学的異常の発見 

(Endocr J. 2021, Am J Med Genet A 2021, Endocr Soc 2021)、(ii) 新規ヒト男性ホル

モン（11-oxyandrogen）の生理的および病的意義の解明 (Steroids 2021, Hum Reprod 
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2020, Endocr J 2018)、(iii) 初期胚の X 染色体不活性化と異数性レスキューの時期

の同定 (Front Genet 2020, Hum Reprod 2019)、(iv) 胎児期低栄養が性分化に与え

る影響の理解 (J Endocr Soc 2022)、(v) 健常小児や胎盤における性ホルモン代謝

の解明(Eur J Endocrinol 2021, Endocr Connect 2021) に関する成果を上げた。 

大久保（計画）は、大久保は、自身が見つけたメス特異的な性ステロイド応答

性ニューロン（FeSP ニューロン）に着目し、魚類の性行動パターンと性指向の

性スペクトラムを規定する機構の解明に取り組んだ。一連の解析により、生殖腺

から放出されたエストロゲンが FeSP ニューロンに届くと、エストロゲン受容体

の一種 Esr2b を介して神経ペプ

チド Npba やプロスタグランジ

ン受容体 Ptger4b などの転写が

活性化され、性行動パターンと

性指向のメス化と脱オス化が可

逆的に進むという機構を見出し

た（eLife 2019; Curr Biol 2021）。

一方、生殖腺から放出されたア

ンドロゲンには性行動パターン

と性指向を可逆的にオス化させ

る作用があることを見出した

（Curr Biol 2021）。これらの結果

から、魚類の性行動パターンと

性指向の性スペクトラムは、エ

ストロゲンとアンドロゲンの量的バランスに応じて一過性に成立することが明

らかとなった(右図)。 

公募研究班 

神田（公募）は、メダカのストレス応答性・に関わる脳下垂体ホルモンの雌雄

差の原因が、生殖腺の性ホルモンによるものであることを明らかにした（Sci Rep 

2019）。また、大久保（計画）との連携により、メダカを使った単一細胞イメー

ジング実験系をセットアップした。菊水（公募）は、オスマウスの呈する超音波

音声の内分泌制御様式を同定した(Front Psycol 2021, Dev Psychobiol 2021）。さら

に社会構造の変化と内分泌操作によるオスマウス超音波音声のスペクトラム変

化を解析し、社会構造に依存する成分と、内分泌に依存する成分を見出した(Exp 

Anim 2020)。竹内（公募）は、メダカの脳で遺伝子発現プロファイルに性差があ

る細胞種を同定することを目的として、 メダカ成体脳を用いた scRNA-seq（シ

ングルセルトランスクリプトーム）のプロトコール構築を行った（Dev Growth 

Differ 2021）。荻野（公募）は、ニホンメダカ臀鰭をモデルに RNA-seq、ATAC-
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seq、Cut&Run を用いた連鎖解析を行い、AR が位置情報を担う HoxC と相互作

用し、二次性徴の組織特異性を制御している可能性を見出した。また、インドネ

シアメダカとニホンメダカの比較解析から、Hand2 遺伝子の種間変異による Shh

遺伝子のアンドロゲン応答能の相違が、二次性徴の種差（サイズ）を規定する遺

伝的要因であることを見出した。本研究は、諸橋（計画）、大久保（計画）、宮川

（計画）らとの共同研究で進められた。 

 

研究項目A03 「環境要因と性スペクトラム」 

計画研究班 

田中（計画）は、環境因子が生殖腺の性転換をもたらす仕組みについて、メダ

カをモデルとして研究を進めた。その結果、生殖腺がどちらの性にもなれる分子

機構を明らかにした（下図）。体細胞では CoA 産生を介した脂質合成がオス化に

必須の遺伝子 dmrt1 の発現を抑制している。環境要因などによってこの脂質合

成が抑制されると遺伝的メスがオス化する（Biol Open 2020）。この発見は、脂質

代謝が体細胞に働きかけて生殖腺の性に影響を与えること世界で初めて明らか

にした。一方の生殖細胞ではメス化遺伝子 foxl3 によってろ胞形成モジュールと

メス型減数分裂モジュール

が駆動し、figlaが発現するま

で、fbxo47 や lhx8b が精子形

成を抑制することが明らか

となった（Dev Biol 2019, 

PNAS 2020）。この抑制が働

かないと卵巣中でも精子様

細胞が出現する。これら機構

が遺伝的性を示す動物にお

ける生殖腺が、環境によって

性スペクトラムを示す基盤

であることを見出した。 

勝間（計画）は、共生細菌ボルバキアがチョウ目昆虫においてオス特異的致死

（オス殺し）を誘導するメカニズムの解明を行った。ボルバキア感染胚子を用い

た実験から（Biochem Biophys Res Commun 2018）、ボルバキアが細胞質において、

オス化と遺伝子量補償を司る Masc タンパク質と相互作用することが示唆され

た。ボルバキア感染培養細胞を用いた生化学的な解析により、Masc の N 末端に

結合する新規ボルバキアタンパク質 Oscar を同定した。Oscar はさまざまなチョ

ウ目昆虫由来の Masc に結合し、プロテアソーム経路による Masc の分解を誘導

した。Oscar cRNA を用いたインジェクション実験の結果、Oscar のみでカイコと
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アワノメイガにおいて完全なオス殺しを誘導することに成功した。これらの結

果から、Oscar が追い求めたボルバキアのオス殺し因子であることが判明した

（Nat. Commun 2023）。 

宮川（計画）は、温度受容の分子基盤として、TRP チャネルが普遍的な環境受

容因子であることを示した。さらに、温度環境と性分化をつなぐ鍵因子の候補と

して、パントテン酸及びその代謝経路を同定し、動物に共通して性スペクトラム

の基盤を形成する因子であることを示唆するデータを得た。立花（計画）とマウ

スの外部生殖器形成におけるアンドロゲンシグナルの役割に関する共同研究を

行い、共著論文を発表した（Biol Reprod 2021）。 

公募研究班 

加藤（公募）は、ミジンコを用いた環境依存的な性決定の分子機構を明らかに

した。良好な環境下では、オス決定遺伝子座 Dsx1 が HP1_1 によるヘテロクロマ

チン化される。また良好な環境下では Dsx1 がストキャスティックに転写された

場合においても Shep/CELF1 によって Dsx1 mRNA の翻訳が抑制され、メスへと

分化する。一方で環境ストレス下では、長鎖非コード RNA ダパールが発現し、

これが Dsx1 のヘテロクロマチン化や、Dsx1 mRNA の翻訳抑制を解除し、オス

へと分化することを見出した（Curr Biol 2018, PLoS Genet 2021）。 

 

領域内共同研究による成果 

 領域内共同研究による原著論文は、2019 年に行われた中間評価の時点ではわ

ずか 3 報だったのに対し、2022 年 5 月の時点では 21 報に激増している。総括班

活動による研究支援の強化策、および領域会議や若手研究者交流会を介した自

発的な共同研究推進の方策が成功したことの証左である。以下に領域内共同研

究による具体的な成果の例を抜粋する。 

大久保（計画）と神田（公募）による共同研究によって、メダカにおいてエス

トロゲン依存的に性的二型を示すニューロンを同定し、その性質を明らかにし

た（Endocrinology 2019）。深見（計画）と諸橋（計画）による共同研究によって、

子宮内低栄養がテストステロン産生と精子数の減少を引き起こすことを明らか

にした（J Endo Soc 2022）。深見（計画）、諸橋（計画）、高田（公募）による共同

研究によって、ミスセンス変異をもつ核内受容型転写因子 NR5A1 は 46,XX 性分

化疾患発症の病原性バリアントである可能性が示された（Hum Mut 2017）。深見

（計画）と長尾（計画）による共同研究によって、ヘテロクロマチン化促進因子

SMCHD1 の希少なバリアントが下垂体ホルモンの低産生疾患発症の病原性バリ

アントであることが示された（Sci Rep 2020）。宮川（計画）と高田（公募）によ

る共同研究によって、マウス外生殖器におけるアンドロゲン受容体の転写制御
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機構が明らかになった（PNAS 2021）。吉野（公募）、諸橋（計画）、立花（計画）

による共同研究によって、ES 細胞のみを材料とする卵巣オルガノイドの作製に

世界で初めて成功した。 
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総括班評価者による評価 

 

近藤寿人（JT 生命誌研究館 顧問・表現ディレクター） 

本領域研究の意義と発展性 

 性の成立は、子孫を作り、種を存続させるための必要条件である。多くの動物

種では、発生の初期段階では雄にも雌にも発生できる設定のもとで発生を進め、

ある段階から、より雄の方へ、あるいはより雌の方へと表現型を段階的に収束さ

せてゆく。この収束の同期や方向性の揺らぎによって、本領域研究の主題である

「性スペクトラム」が生まれる。雄性、雌性は、一つの個体の中で、生殖細胞・

生殖器、多様な体細胞・器官、そして個体の行動を司る脳といった多様な組織で、

ある程度の自律性と相関を持ちながら雄性・雌性への収束が進むので、「性スペ

クトラム」は多階層にわたる複合的なものになる。 

 したがって、個体の性を理解するためには、一つの個体の中で多階層にわたる

性が、雄・雌に収束していく過程を明らかにしなければならない。性の収束の揺

らぎを反映する「性スペクトラム」を深く分析することによって、収束過程の理

解に重要な鍵が与えられる。 

 本領域研究「性スペクトラム」は、この点に焦点を絞って領域研究を展開した

ものである。その核心をついた課題設定とともに、次に述べるように目覚ましい

研究の進展を実現したことが高く評価される。その結果、日本の当該分野の研究

は、世界に先んじて性の収束過程に関するより深化した研究を展開しうる段階

に達している。 

本領域における研究の展開と結実 

 本領域の研究の前半（平成 29~31 年度）では、「性スペクトラム」を反映する

現象の記述が中心となっていた。しかし後半（令和 2~3 年度）の研究期間では、

次に述べるように、個々の研究課題においても領域研究全体においても、研究の

進展が顕著であった。 

(1)それぞれの研究課題について、研究当初の問題提起に呼応した、精緻で体系

的な研究が強力に推進された。その結果、多くの研究課題について明確な結論が

下され、それが国際的にも大きなインパクトを与える研究に結実し、多数の一流

の論文として発表された。エピジェネティックな制御に関する研究の成果は、特

に充実していた。 

(2)研究が多様性を持ちながらも求心力を維持していたことも大きい。非脊椎動

物における性スペクトラムを生み出す現象については公募研究の貢献が大きく、

動物界全体の性を俯瞰する広い視野が開けた。ヒトの症例を対象とした研究が、

症例研究の枠を超えて本領域の中心課題を担ったことも評価される。 

(3)研究の進展とともに、研究課題間の関連がより明確になり、多岐にわたる共
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同研究が展開された。この実績は、日本における当該分野の研究者の連携が、国

際的なレベルでの性研究をリードしうる状況にあることを示している。 

 

 

長濱嘉孝（自然科学研究機構 基礎生物学研究所・名誉教授） 

動物の性決定・分化に関する研究は近年急速に進展したが、我が国研究者はこ

の分野に先駆的貢献を果たした。一方で、多くの動物種で観察される性の揺らぎ

（可塑性）現象などは、これまでの雌雄の二項対立的な捉え方では説明が難しく

研究されずに重要課題として残されていた。本領域研究は、性を二項対立的では

なく、連続する表現型（性スペクトラム）として捉え、個々の性がその連続性の

中に位置づけられる分子機構を解析することで、性研究分野で未解決な課題を

統一的に理解することを目的として発足した。本研究ではまず、ヒトを含む用い

たすべての動物種で典型的な雌雄の間に様々な性の表現型が存在することを確

認した。次に、遺伝、内分泌、環境の三つの要因による性スペクトラム上の定位

と移動の分子機構を広範な動物種を対象として細胞、器官、個体レベルで解析し

た。その結果、細胞レベルの性スペクトラムの形成と維持にはヒストン修飾やエ

ピゲノム制御などの遺伝的要因、器官レベルの性スペクトラム形成には性ステ

ロイドなどの内分泌的要因、さらに生殖腺の性スペクトラム形成には脂質代謝

などの環境的要因が、制御因子としてそれぞれのレベルでの性スペクトラムの

形成に決定的役割を果たすことが明らかになった。これらは性の揺らぎ現象の

解明にも繋がる顕著な成果であり、高く評価される。既存の概念に捕らわれない

発想に基づく創造的研究成果は性生物学の分野で国際的に大きな貢献をしたも

のと認められる。二項対立的な雌雄から連続する表現型としての雌雄として性

を再定義することを掲げた本研究の目標は十分に達成されたと考えられる。ま

た、本研究に参加した研究者たちが性スペクトラム研究分野の創成のために一

致して取り組むように主導した領域代表者をはじめ総括班の活動は高く評価で

きる。 

加えて本研究を推進することによって、隠れエキソンを持つ、マウスの真の性決

定遺伝子が発見されたこと（３０年ぶりに生物教科書をぬりかえた偉業といえ

る）、カンパチ（魚類）の性決定実行因子が性ステロイドであることの発見、を

はじめとして、領域内から多数の論文がトップジャーナルに掲載され、世界の性

研究を牽引する成果が生み出された。また、節足動物（昆虫、ミジンコ）を実験

対象とする研究者が新たにメンバーに加わったことにより動物の性についての

統一的理解がさらに大きく進展した。特に、カイコでボルバキアのオス殺し因子

を世界に先駆けて同定したことは注目される。これらの成果は、我が国の性研究

の学術レベルの高さと層の厚さを示すものである。班員間における共同研究も
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活発になされ、特にマウスＥＳ細胞のみを材料とした生殖腺オルガノイドの作

製にはじめて成功したことは医学分野にも大きく貢献する画期的成果である。 

このように、本研究は領域代表者の強いリーダーシップのもとに、新概念「性ス

ペクトラム」を学術的に定着させるのに十分な研究成果を挙げ、動物の性研究を

新たなステージへと導いた貢献は特筆に値する。また、得られた成果は各種メデ

ィアなどを通して一般社会にも還元されており、高い注目と評価を受けている。

まさに本研究は、「新学術領域研究」が目指すところの「新たな研究領域の創設」

に繋がったと高く評価され、ひきつづき各研究者が発表を進めることで、研究成

果の性研究分野における国際的普及が望まれる。今後は、「性スペクトラム」概

念を基盤として、性現象メカニズムの動物種横断的な統一的理解へと研究を大

きく発展させることが期待される。本研究班によって多くの若手研究者が育成

され、本領域の今後のさらなる発展への貢献が可能となる。 

 

 

深水昭吉（筑波大学 生存ダイナミクス研究センター・教授） 

有性生殖をおこなう生物にとって根源的な生命現象である性（雌雄）の決定機

構に多様性が存在することの重要性に立脚し、古典的には二項対立的に分類さ

れて雌雄は独立した表現型であるという考え方に対して、本領域では、連続した

表現型を持つ「性スペクトラム」という概念の確立に挑んできた。この挑戦に向

けて、本領域研究の期間中の発表してきた研究論文の成果や、若手育成に注力し

てきたことから、計画班と公募班が一体となって、性スペクトラムの遺伝的基盤

の成立機構、内分泌要因による細胞・器官の相互の性スペクトラムの同調機構、  

さらに環境要因による性スペクトラムの制御機構の解明に取り組んできたこと

が顕在化されている。 

本邦では、特定領域研究『性分化機構の解明』（平成 16〜20 年度）と新学術領域

研究『性差構築の分子基盤』（平成 22〜26 年度）」が展開され、性研究の成果の

質と量において欧米と並ぶ発展を遂げてきた。しかし、『性スペクトラム』では

その枠組みからパラダイムをシフトすべき、欧米でも着目されていなかった「雌

雄が連続する表現型のもとに成立する」という新しい視点に立ち、ヒトを含む多

様な生物を対象に、性スペクトラムの分子基盤の解明にチャレンジしてきたこ

とは高く評価できる。 

中間評価では「A」と評されたが、留意事項においては公募件数について指摘を

受け、総括班では研究費の額も勘案しながら採択増加に真摯に対応することで、

本領域のコンセプトの醸成への努力が見て取れる。その結果、連携研究の進展、

発表論文数の増加に加え、新聞報道（34 件）やネットニュース（10 件）などの

メディアで取り上げられる機会も年々増えており、社会への理解が広く浸透し
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ていることが窺える。領域の立ち上げ当初には「性スペクトラム」という考え方

がどこまで理解されるかは懸念された点であるが、総括班がリーダーシップを

もって全体を統合する研究体制によって領域研究推進でもたらされた大きな成

果といえる。 

本領域から、国内外の雑誌に 300 報以上の研究論文が発表され、その内容は「性

スペクトラム」のコンセプトに即している重要な内容を含んでいる。特に、領域

代表者の立花教授らによるマウス Sry 遺伝子座に未発見であった新しい第 2 エ

キソンが存在し、それが性決定に必須であるという発表は、哺乳類の性分化研究

分野における本邦のプレゼンスの向上に大きく貢献している。また、計画班の田

中教授らのメダカをモデルとして、生殖腺が雌雄のどちらの性にもなれる分子

機構を解明した点も興味深い。さらに、計画班の諸橋教授と深見教授らは自身の

質の高い研究成果の発表に加え、よく考えられた連携体制（機器・設備の有効活

用、技術・実験資料・資材の共有など）にもとづき、領域内の共同研究の中核と

して大きな役割りを果たしており、これらの結果がアジア性分化研究ネットワ

ークなどの国際的連携にも繋がり高く評価できる。 

このような成果の他、まだまだ未発表の結果が多く残されているように感じる。

本領域のコンセプトである「性スペクトラム」が国際的にも広く認知されていく

ためにも、総括班・計画班・公募班で進展してきた結果の論文化に注力すること

が望まれる。「性スペクトラム」からのさらなるパラダイムのシフトによって、

世界における本邦の性研究の発展を期待したい。 


